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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

警告
カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州

第65号決議ににによよよるるる警告
米国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州でででははは、こここののの製品ををを使用ししし
たたた場合、ガガガンンンややや先天性異常なななどどどををを誘発すすするるる物
質ににに触れれれるるる可能性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。

はははじじじめめめににに
このスプレーヤは所定の車両に適切に取り付けること
によって芝生に液剤を散布するための専用の装置とな
り、そのような業務に従事するプロのオペレータによっ
て運転操作されることを前提として製造されています。
この製品は、集約的で高度な管理を受けている公園や
ゴルフ場、スポーツフィールド、商用目的で使用され
る芝生に対して液剤を散布することを主たる目的とし
て製造されております。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

安全上の注意事項、取扱い説明書、アクセサリについ
ての資料、代理店の検索、製品のご登録などについ
ては www.Toro.com へ。

整備について、またToro純正部品についてなど、分か
らないことはお気軽に弊社代理店またはToroカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせく
ださい。図 1 にモデル番号とシリアル番号の表示位置
を示します。いまのうちに番号をメモしておきましょう。

重要 重要シシシリリリアアアルルル番号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーー
ドドド無いいい場合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機器でででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、製品保証、パパパーーーツツツそそそののの他ののの製品情報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。
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図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番号

シシシリリリアアアルルル番号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注はその
他の注意点を表しています。
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安全にににつつついいいててて
不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、人身
事故につながります。事故を防止するため、以下に示
す安全上の注意や安全注意標識のついている遵守事
項は必ずお守りください図 2。注意、警告、および危
険の文字は、人身の安全に関わる注意事項を示して
います。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な
人身事故が発生することがあります。

安全上ののの全般的ななな注意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり､内容をよく理解してください｡

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 身体と薬剤との接触を防止し危険から身を守ること
のできる適切な防具PPEを着用してください。この
散布装置で取り扱う農薬は、危険物質や有毒物質
を含んでいる可能性があります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 散布ノズルや散布されて霧状になっている薬剤に近
づかないでください。作業場所に、無用の大人、
子供、ペットなどを近づけないでください。

• 子供に運転させないでください。

• 車両を平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、エンジンを停止し、キーのある車両ではキー
をを抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認
して運転席を離れるようにしてください。調整、整
備、清掃、格納などは、車両が十分に冷えてか
ら行ってください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識 のついている遵守事項は
必ずお守りください「注意」、「警告」、および「危
険」の記号は、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大
な人身事故が発生する恐れがあります。

この車両に取り付け可能なアタッチメントのすべてをこ
のマニュアルで解説することはできません。アタッチメ
ントを使用するときには、そのアタッチメントのマニュ
アルに記載されている安全上の注意事項にも十分目
を通してください。
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安全ラララベベベルルルととと指示ラララベベベルルル

セーフティラベルや指示は危険な個所のオペレーターから見やすい部分に貼付してあります。破
損したりはがれたりした場合は新しいラベルを貼り直してください。

decal131-5808

131-5808

1. 自動クローズモードでの散
布量調整

2. 手動オープンモードでの散
布量調整

decal120-0616

120–0616

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと応急手当時の洗
浄にはきれいな真水を使用すること。

decal120-0622

120–0622

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

3. 劇薬による火傷や有毒ガス
の吸入による危険 手と皮
膚の保護をおこなうこと目
と鼻の保護をおこなうこと。

2. 警告 液剤タンクに入らない
こと。

decal119-9434

119-9434

1. タンク内容物

decal104-8904

104-8904

1. ブームのここを握る。
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decal127-6976

127-6976

1. 下げる 2. 上げる

decal120-0617

120–0617

1. 挟まれて手を切断する危
険作動中のジョイント部に
手を近づけないこと。

2. 人にけがをさせる恐れ周囲
に人を近づけないこと。

decal125-4052

125–4052

1. 左ブーム上昇 4. 右ブーム下降
2. 左ブーム下降 5. タンクすすぎ ON/OFF
3. 右ブーム上昇 6. ソニックブーム ON/OFF

decal125-8139

125–8139

1. ブームスプレーヤ ON/OFF

decal127-3966

127–3966

1. ヒューズに関する詳しい情
報はオペレーターズマニュ
アルを参照のこと。

4. 7.5ATEC コントローラ出力

2. 30A タンクすすぎ 5. 10A イグニッション
3. 2ATECコントローラロジック 6. 15A スプレーヤブーム
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decal127-3936

127–3936

1. 後ろに転倒する危険液剤
の入ったタンクを上昇させ
ないこと。タンクを上昇させ
たままで走行しないこと。
タンクを上昇させるときはタ
ンクを空にすること。走行
するときは必ずタンクを下
降させること。

3. 人にけがをさせる恐れタン
クを降下させる時には周囲
に人を近づけないこと。

2. 頭上の電線に触れて感電
する危険運転するエリアに
接触する危険のある電線
がないか、前もって調べる
こと。

decal127-3937

127–3937

1. 警告ここに乗らないこと。 3. ベルトに巻き込まれる危
険 可動部に近づかないこ
と。すべてのガード類を正
しく取り付けて使用するこ
と。

2. 警告 高温部分に近づかな
いこと。

decal127-6979

127-6979

1. バイパス戻りフロー 3. 攪拌フロー
2. フロー

decal127-6981

127-6981

1. バイパス戻りフロー 3. ブームスプレー

2. フロー
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decal127-6982

127-6982

1. バイパス戻りフロー 2. ブームスプレー decal127-6984

127-6984

1. 流量 2. タンク戻りフロー

decal130-8294

130-8294

1. 左ブーム 5. センターブーム散布ON 9. 右ブーム散布OFF 13. 撹拌
2. 左ブーム散布ON 6. センターブーム散布OFF 10. 速度 14. 撹拌 ON
3. 左ブーム散布OFF 7. 右ブーム 11. 加速 15. 撹拌 OFF
4. センターブーム 8. 右ブーム散布ON 12. 減速
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組みみみ立ててて
付属部品
すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手順 内容 数量 用途

1 必要なパーツはありません。 – 既存の荷台を取り外します。

後部 PTO キットヘビーデューティワーク
マンのうち、マニュアルトランスミッション
のHDシリーズ

1

2 マルチプロWMターフスプレーヤ仕上げ
キットマニュアルミッションのワークマン
のうち、マニュアルトランスミッションの
HDシリーズ

1

センターブームの取り付け準備を行い
ます。

3 固定ブラケット 2 アタッチメント固定ブラケットを取り付け
ます。

タンク台アセンブリ 1
クレビスピン 2
テーパ付きクレビスピン 2
ヘアピン 2
リンチピン 4
ボルト½ x 1½" 2

4

ナット½" 2

タンク台を取り付けます。

5 必要なパーツはありません。 – ドレンバルブを組み立てます。

6 必要なパーツはありません。 – バッテリーの接続を外します。

7 必要なパーツはありません。 – 速度センサーのハーネスを接続します。

8 必要なパーツはありません。 – スプレーヤのポンプをカップリングしま
す。

コンソール取り付けブラケット 1
フランジロックナット5/16" 3
フランジヘッドボルト5/16" 3
プラスチック製ブッシュ 2
コントロールコンソール 1
スプリングクリップピン 1

9

ハンドノブ 1

コントロールコンソールを機体に取り付
ける。

Jクリップ 3
ボルト¼ x ¾" 110
フランジナット (¼") 1

コントロールコンソールを機体に取り付
ける。

11 ヒューズ用デカル127–3966 1 コントロールコンソールと電気ハーネスを
取り付けます。

バッテリー端子ボルト 2
クランプナット 212
カバ ー幅広バッテリー端子赤 1

スプレーヤのハーネスをバッテリーに接
続します。
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手順 内容 数量 用途

ボルト½ x 1½" 213 ロックナット½" 2 タンク台を降ろします。

センターブームアセンブリ 1
ボルト⅜ x 1" 10
フランジロックナット⅜" 10
移動走行用ブームクレードル 2
ボルト½ x 1¼" 4

14
フランジナット½" 4

ブームを取り付けます。

左ブーム 1
右ブーム 1
フランジヘッドボルト ⅜ x 1¼" 8
バッキングプレート 8
フランジロックナット⅜" 8
クレビスピン 2

15

ヘアピン 2

左右の散布ブームを取り付けます。

ホースクランプ 3
R クランプ 2
ショルダボルト 2
ワッシャ 2

16
ナット 2

ブームホースを取り付けます。

真水タンク 1
90° エルボ⅜" NPT 1
90° スピゴット 1
真水タンク用マウント 1
固定ストラップ 4
フランジヘッドボルト5/16 x ⅝" 4
フランジロックナット5/16" 10
サポートチューブ 真水タンク 1
ジャムナット5/16" 1
ボルト5/16 x 1" 1
ショルダボルト½ x 1-15/16" 2
ボルト5/16 x 2¼" 2

18

ワッシャ5/16" 2

真水タンクを取り付けます。

補給口アセンブリ 119 フランジヘッドボルト5/16 x ¾" 1 逆流防止補給口を取り付けます。

前ジャッキスタンド 2
後ジャッキスタンド 2
コッターピン 4
クレビスピン4½" 2
クレビスピン3" 2

20
ノブ 2

ジャッキスタンドオプションを収納します。
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そそそののの他ののの付属品

内容 数量 用途

オペレーターズマニュアル 1
パーツカタログ説明カード 1
スクリーンフィルタ 2

運転をする前にオペレーターズマニュアルを読んでください。

重要 シシシリリリアアアルルル番号416500000以降のののモモモデデデルルル41240ははは、手動変速機付きききのののWorkman HDXマママシシシンンンにににのののみみみイイインンンススス
トトトーーールルルででできききままますすす。

注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注 スプレーコントロールシステムについて分からないことがある場合や、さらに詳しい情報を知りたい場合に
は、システムに付属しているオペレーターズマニュアルをご覧ください。

重要 こここのののスススプププレレレーーーヤヤヤははは、散布用ノノノズズズルルルををを装備しししななないいい状態ででで販売ささされれれままますすす。
スススプププレレレーーーヤヤヤはははノノノズズズルルルををを取りりり付けけけなななけけけれれればばば使用ででできききままませせせんんん。代理店ととと相談ののの上、適切なななキキキッッットトト類ををを取りりり付けけけてててくくくだだださささいいい。
ノノノズズズルルルををを取りりり付けけけたたたららら、使用すすするるる前にににブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの調整ををを行ううう必要がががああありりりままますすすこここれれれはははどどどのののブブブーーームムムををを
OFF にににしししてててももも単位面積あああたたたりりりののの散布量ががが変わわわらららななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめののの調整ででですすす。 スススプププレレレーーーヤヤヤののの流量ののの基本設
定 (ペペペーーージジジ 50)ををを参照。

重要 マママルルルチチチプププロロロWM タタターーーフフフスススプププレレレーーーヤヤヤははは、ワワワーーークククマママンンン車両ににに 4柱式ののの ROPS まままたたたはははキキキャャャブブブののの取りりり付けけけををを必要
とととしししままますすす。

1
既存ののの荷台ををを取りりり外すすす

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順

注意
フフフルルルサササイイイズズズ荷台ののの重量ははは約 95 kgででであああるるる。一人ででで
動かかかそそそうううとととすすするるるとととけけけがががをををすすするるる恐れれれがががあああるるる。
• 荷台ををを一人ででで動かかかそそそうううとととしししななないいいこここととと。
• 必ずずず 2人かかか3人ににに手伝っっってててもももらららうううかかかクククレレレーーーンンンををを使
用すすするるるこここととと。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを始動する。

2. 油圧昇降レバーを前に倒して荷台を降下させ、シ
リンダロッドのクレビスピンが荷台取り付けプレー
トのスロットの中でが遊んでいる状態にする。

3. 油圧昇降レバーから手を離し、油圧昇降ロック
レバーをセットし、エンジンを停止させてキーを
抜き取る;各車両のオペレーターズマニュアル を
参照。

4. シリンダの外側端部からリンチピンを外す図 3。

g002368

図 3

1. シリンダロッドの端部 4. リンチピン

2. 荷台取り付けプレート 5. 後ろのスロットフルサイズ
荷台用

3. クレビスピン 6. 前のスロット⅔荷台用

5. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプレートに
固定しているクレビスピンを、車両の中心線側
に押して外す(図 3)。

6. 荷台のピボットブラケットを車両のフレームチャネ
ル材に固定しているリンチピンとクレビスピンを
外す(図 4)。
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g002369

図 4

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビスピン

2. 車体フレームチャネル鋼材 5. リンチピン

3. ピボットプレート

7. 荷台を外す。
8. シリンダを格納し、クリップで固定する。

2
タタタンンンククク台ののの取りりり付けけけ準備
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 後部 PTOキットヘビーデューティワークマンのうち、マ
ニュアルトランスミッションのHDシリーズ

1
マルチプロWMターフスプレーヤ仕上げキットマニュア
ルミッションのワークマンのうち、マニュアルトランスミッ
ションのHDシリーズ

後部 PTO キキキッッットトトののの取りりり付けけけヘヘヘビビビーーー
デデデュュューーーテテティィィワワワーーークククマママンンンマママニニニュュュアアアルルルトトトララランンン
スススミミミッッッシシショョョンンンのののHDシシシリリリーーーズズズ
マニュアルトランスミッションの HD および HDX シリー
ズワークマンでは、ヘビーデューティワークマン用の
後部 PTOキットの取り付けを済ませてください; ヘビー
デューティワークマン用後部 PTOキットの取り付け説
明書 を参照。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを吊りりり上げげげるるる
吊り上げ能力 408 kg以上の昇降装置を使って、出荷
用パレットからタンクスキッドを吊り上げる;吊り上げポ
イントは前 2 ヶ所と後 2 ヶ所 (図 5)。

注 ジャッキスタンドを入れられる高さまで吊り上げてく
ださい。

g023738

図 5

1. 車体後部の釣り上げ位置 2. 前部の釣り上げ位置

マママルルルチチチプププロロロワワワーーークククマママンンン (WM) タタターーーフフフススス
プププレレレーーーヤヤヤ仕上げげげキキキッッットトトマママニニニュュュアアアルルルミミミッッッ
シシショョョンンンのののHDシシシリリリーーーズズズ
マニュアルトランスミッション付きのHDおよびHDXシリー
ズWorkmanモデルには、マニュアルWorkmanユーティ
リティ車両用Multi Pro WM芝生スプレーヤ仕上げキット
の手順をすべて行います。

3
タタタンンンクククスススキキキッッッドドド用ホホホーーールルルドドドダダダウウウ
ンンンブブブラララケケケッッットトトををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 固定ブラケット

手順
1. エンジンチューブ用のサポートブラケットを車体フ

レームに固定している後ろ側フランジヘッドボルト
2本とフランジロックナット2個を外す図 6。

注 ボルトナット類は後で使用する。

12
 



g028410

図 6

1. 後穴—支持ブラケット (エン
ジンチューブ)

4. エンジンサポートチューブ

2. フランジロックナット 5. 昇降シリンダ
3. フランジヘッドボルト

2. タンクスキッド用ホールドダウンブラケットを取り
付ける隙間を作るために、昇降シリンダの位置
を変える (図 6)。

3. ホールドダウンブラケットを支持ブラケットとフレー
ムに組み付ける;ステップ 1で外したフランジヘッド
ボルト2本とフランジロックナットを利用する図 7。

g028421

図 7

1. 支持ブラケット (エンジン
チューブ)

3. フランジヘッドボルト

2. ホールドダウンブラケット
(タンクスキッド)

4. 昇降シリンダ

4. ボルトとナットを 91-113 N·m3.7-4.6 kg.m = 67-83
ft-lbにトルク締めする。

5. 機体の反対側でも、ステップ1 - 4 を行う。

4
タタタンンンククク台ををを取りりり付けけけるるる
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 タンク台アセンブリ

2 クレビスピン

2 テーパ付きクレビスピン

2 ヘアピン

4 リンチピン

2 ボルト½ x 1½"

2 ナット½"

手順

危険
スススプププレレレーーーヤヤヤのののタタタンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリははは重量がががあああるるるのののででで
危険ででであああるるる。取りりり付けけけ時ややや取りりり外ししし時ににに適切ななな保
持ををを行わわわななないいいととと落下すすするるるなななどどどしししててて人身事故とととなななるるる
恐れれれがががあああるるる。
取りりり付けけけ時ややや取りりりはははずずずししし時なななどどどタタタンンンクククががが台ににに固定さささ
れれれててていいいななないいい時ははは、ホホホイイイススストトトなななどどどででで上かかかららら吊っっっててて保
持すすするるるこここととと。

1. クレーンやホイストを使って、タンク台アセンブリ
図 8を吊り上げ、ポンプバルブ・アセンブリを車
体の後方に向けて、ワークマンのフレーム上部
に移動する。

注 以下の作業は、もう一人に手伝ってもらって
二人で行う。

g023738

図 8

1. 車体後部の釣り上げ位置 2. 前部の釣り上げ位置
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2. タンクをゆっくりと車両のフレームに降ろす。

3. 昇降シリンダを、タンク台のブラケットまで伸ば
して、シリンダのフィッティングを、タンク台のブ
ラケットの穴に合わせる図 9。

g022353

図 9

1. ヘアピン 3. 左シリンダ
2. クレビスピン

4. タンク台と昇降シリンダとを接続する;車両の左右
両側でクレビスピンとヘアピンで固定する。

5. タンク台の後部にあるピボットラグを、車体フレー
ムの最後尾についている荷台のピボットチューブ
の穴に合わせる(図 10)。

g022354

図 10

1. テーパ付きクレビスピン 2. リンチピン

6. ピボットラグにテーパ付きクレビスピンと1本とリ
ンチピン2本を差し込んで、タンクアセンブリとフ
レームとを連結する図 10。

7. 昇降シリンダを伸ばしてタンクを上昇させ、サ
ポートで支える。

注 クレーンからタンクアセンブリを外す。
8. ROPS パネルの後ろについている保管用ブラ

ケットから荷台サポート安全サポートを取り外す
図 11。

g002397

図 11

1. 安全サポート

9. サポートをシリンダロッドにはめ込み、サポートの
端部でシリンダバレルの端とシリンダロッドの端を
確実に支える図 12。

g009164

図 12

1. 安全サポート 3. スキッドフレーム

2. 昇降シリンダ

5
ドドドレレレンンンバババルルルブブブををを組みみみ立てててるるる
必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
1. ドレンバルブと液剤タンク用のホースをスキッド

のチャネル部に固定しているケーブルタイを外
す図 13。
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g213728

図 13

1. ドレンバルブ 3. スキッドのチャネル

2. ケーブルタイ

2. ドレンバルブとホースをスキッドのチャネルの外
側に移動する図 14A。

g213726

図 14

1. ドレンバルブ 3. ドレンバルブ用ブラケット
2. フランジヘッドボルト5/16 x

⅝"

3. ドレンバルブのケースから、フランジヘッドボル
ト5/16 x ⅝"2本を外す図 14。

4. ドレンバルブ用ブラケットにドレンバルブを組み付
けする図 14Bステップ3で外したフランジヘッドボ
ルト5/16 x ⅝"2本を使用する。

5. フランジヘッドボルト2本を手締めする図 14B。
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6
バババッッッテテテリリリーーーののの接続ををを外すすす

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順

警告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接続ルルルーーートトトががが不適切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。
そそそれれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。
• ケケケーーーブブブルルルををを取りりり外すすす時ははは、必ずずずマママイイイナナナススス黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取りりり外ししし、次にににプププラララススス赤ケケケーーーブブブルルルををを
外すすす。

• ケケケーーーブブブルルルををを取りりり付けけけるるる時ははは、必ずずずプププラララススス赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取りりり付けけけ、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取りりり付けけけるるる。

警告
バババッッッテテテリリリーーーののの端子ににに金属製品ややや車体ののの金属部分
ががが触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。そそそ
れれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。
• バババッッッテテテリリリーーーののの取りりり外しししややや取りりり付けけけををを行うううととときききににに
ははは、端子ととと金属部ををを接触さささせせせななないいいよよようううににに注意
すすするるる。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端子ととと金属ををを接触さささせせせななないいい。

1. バッテリーカバーを両脇からたわめて、タブをバッ
テリーベースから外し、カバーを取り外す図 15。

g028456

図 15

1. スロットバッテリーベース) 3. タブバッテリーカバー)
2. カバーバッテリーのプラス
端子

4. 端子バッテリーのマイナス
ケーブル

2. カバーをスライドさせて、バッテリーから、マイナ
スケーブルを外す。図 15

3. バッテリーのプラス端子からケーブルを外す (図
15)。

7
速度セセセンンンサササーーーのののハハハーーーネネネスススををを接
続すすするるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

速度セセセンンンサササーーーハハハーーーネネネスススををを接続すすするるるマママ
ニニニュュュアアアルルルミミミッッッシシショョョンンンのののHDシシシリリリーーーズズズ
1. スプレーヤ用のワイヤハーネスの中から、速度セ

ンサー回路用の3ソケットのコネクタと車両回路
用の3ピンコネクタを探し出す。

2. 車両のトランスアクスルで、車両側の速度セン
サー用ワイヤハーネスの3ピンコネクタを、スプ
レーヤのハーネスの3ソケットコネクタに接続す
る図 16。
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g024088

図 16

1. 既存の速度センサー用プラグ

3. スプレーヤのハーネスの車両回路用3ピンコネク
タを、車両のワイヤハーネス車両回路用の3ピ
ンソケットに接続する。

8
スススプププレレレーーーヤヤヤのののポポポンンンプププをををカカカッッップププリリリ
ンンングググすすするるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
Multi Pro WM芝生スプレーヤ仕上げキット、マニュアル
仕様Workmanユーティリティ ビークルのインストール
手順を参照してください。

9
コココンンントトトロロローーールルルコココンンンソソソーーールルルををを機体
ににに取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 コンソール取り付けブラケット

3 フランジロックナット5/16"

3 フランジヘッドボルト5/16"

2 プラスチック製ブッシュ

1 コントロールコンソール

1 スプリングクリップピン

1 ハンドノブ

コココンンンソソソーーールルル取りりり付けけけブブブラララケケケッッットトトををを取りりり
付けけけるるる
注 車両によっては、コントロール取り付けプレートを取
り付ける場所に、既にハンドスロットル用のブラケットが
ついている場合があります。その場合には、ハンドス
ロットル用のブラケットをダッシュボードから外して、コン
トロール取り付け用プレートを取り付け、コントロール取
り付け用プレートに、ハンドスロットル用のブラケットを
取り付けてください。位置変更についての詳細はハンド
スロットルの取り付け説明書 を参照してください。
1. ダッシュパネルの中央下部分をダッシュパネル支
持ブラケットに固定しているボルト3本とナット3
個を外す図 17。

注古いワークマンでは、ボルト4本とフランジナッ
トを使う場合もあります。

注 取り外したボルト・ナットは廃棄する。
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g028408

図 17

1. ボルト 5. ブッシュプラスチック製
2. ナット 6. フランジヘッドボルト5/16

x 1"
3. ダッシュパネル中央下部分 7. フランジロックナット5/16"
4. 取り付けブラケットコント
ロールコンソール

2. 中央コンソール用取り付けブラケットの穴を、
ダッシュパネルと支持ブラケットの穴に合わせる
図 17。

3. 取り付けブラケットをダッシュパネルと支持ブラ
ケットに固定する; フランジヘッドボルト5/16 x 1"3
本とフランジロックナット5/16"3個を使用する。.

4. ボルトとナットをトルク締めする (図 17)。
5. 取り付けブラケットにプラスチック製ブッシュ2個

を入れる図 17。

コココンンントトトロロローーールルルコココンンンソソソーーールルルををを機体ににに取りりり
付けけけるるる
1. コントロールコンソールのピボットピンを液剤タ

ンク上のブラケットに固定しているヘアピンを抜
き取る。

2. 先ほど外したスプリングクリップピンを使って、コ
ントロールコンソールを、コントロール取り付けブ
ラケットに固定する図 18。

注 必ず、スプリングクリップピンをピボットピンの
上まで回転させて確実に固定してください。

g033521

図 18

1. スプリングクリップピン 3. コントロール取り付けブラ
ケット

2. ピボットピンコントロールコ
ンソール

4. ハンドノブ

3. 操作中にコンソールが回転しないようにハンドノ
ブを取り付ける図 18。
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10
スススプププレレレーーーヤヤヤ用ののの電装ハハハーーーネネネススス
ををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

3 Jクリップ

1 ボルト¼ x ¾"

1 フランジナット (¼")

スススプププレレレーーーヤヤヤ用ののの後方電装ハハハーーーネネネスススををを
コココンンントトトロロローーールルルコココンンンソソソーーールルルまままででで敷設すすするるる
1. 既存のネジを使って、センターコンソールにJ ク

リップ2個を取り付ける。

g002507

図 19

1. J クリップ 3. コントロールボックスのハー
ネス

2. 既存のねじ 4. センターコンソール

2. ボルト (1/4 x 1/2”) とフランジナット (1/4”) を使っ
て、助手席の後ろにJクリップを取り付ける。

g024089

図 20

1. J クリップ

3. Jクリップを使って、ハーネスを、コンソールと
ROPS カバーに固定する。
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後方電装ハハハーーーネネネスススをををコココンンントトトロロローーールルルコココ
ンンンソソソーーールルルののの所ででで前方電装ハハハーーーネネネスススににに
接続すすするるる
1. スプレーヤ用後方ハーネスの3ピンコネクタを、コ

ントロールコンソールに接続されている前方ワイ
ヤハーネス3ソケットコネクタに接続する。

g454532

図 21

2. スプレーヤ用後方ハーネスの24ピンコネクタを、
コントロールコンソールに接続されている前方ワイ
ヤハーネス24ソケットコネクタに接続する。

3. 24ピンコネクタ同士をしっかり嵌め合わせた状態
でレバーを反転させてロックする。

11
スススプププレレレーーーヤヤヤ用のののヒヒヒュュューーーズズズブブブロロロッッッ
クククををを取りりり付けけけるるる
こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 ヒューズ用デカル127–3966

手順
1. スプレーヤ用のコントロールコンソールで、前方

ワイヤハーネスの中のヒューズブロック付きの枝

線を、ダッシュパネルの下と車両のクロスチュー
ブとの間から下へ通し、車両のヒューズブロック
の前側へ導く 図 22。

g033528

図 22

1. ヒューズブロック前方ワイ
ヤハーネスコントロールコ
ンソール

2. クロスチューブ車両の
シャーシ

2. 車両用のヒューズブロックの黄色い電源線の端部
についている絶縁されていないソケット端子と、ス
プレーヤの配線用のヒューズブロックの黄色いオ
プション電源線の端部についている絶縁されたブ
レード形の端子を探し出す図 23。
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g033529

図 23

1. 絶縁されていないソケット
形の端子黄色、オプション
用電源線ースプレーヤの
ヒューズブロック

4. ヒューズブロックスプレー
ヤの配線用

2. 絶縁されたブレード形の端
子黄色、オプション用電源
線スプレーヤのヒューズブ
ロック

5. 絶縁されていないソケット
形の端子黄色の電源線車
両のヒューズブロック

3. 機体後方 6. ヒューズブロック車両配線
用

3. 車両ヒューズブロックの絶縁されていないソケット
端子を、スプレーヤのヒューズブロックの絶縁さ
れたブレード形の端子に接続する (図 23)。

4. スプレーヤのヒューズブロックのT字フィッティング
を、車両のヒューズブロックのT字スロットに合わ
せて、スプレーヤのヒューズブロックをスロットの
一番奥までしっかりと差し込む図 24。

g028445

図 24

1. 機体背面 4. T字スロット (車両のヒュー
ズブロック)

2. T字フィッティング スプレー
ヤのヒューズブロック

5. 車両用ヒューズブロック

3. スプレーヤ用ヒューズブ
ロック

5. スプレーヤのヒューズブロックの近くにデカルを
貼り付ける。
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12
スススプププレレレーーーヤヤヤのののハハハーーーネネネスススをををバババッッッ
テテテリリリーーーににに接続すすするるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 バッテリー端子ボルト

2 クランプナット

1 カバ ー 幅広バッテリー端子赤

バババッッッテテテリリリーーーのののプププラララススス端子ののの準備ををを行ううう

警告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接続ルルルーーートトトががが不適切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起こここしししててて火花ががが発生すすするるる。
そそそれれれににによよよっっっててて水素ガガガスススががが爆発ををを起こここししし人身事故ににに
至るるる恐れれれがががあああるるる。

ケケケーーーブブブルルルををを取りりり付けけけるるる時ははは、必ずずずプププラララススス赤ケケケーーーブブブ
ルルルかかかららら取りりり付けけけ、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒ケケケーーーブブブルルルををを
取りりり付けけけるるる。

1. バッテリーの両ケーブルのクランプについている
ナットとTボルトを外す図 25。

注外したナットとTボルトは廃棄して構いません。

g033559

図 25

1. Tボルト 3. プラスケーブル車両
2. ナット 4. マイナスケーブル車両

2. プラスケーブルからバッテリーカバー幅狭を外
す図 26。

注 外した幅狭カバーは廃棄して構いません。

g033568

図 26

1. カバ ー 幅狭バッテリー端
子赤

3. カバ ー 幅広バッテリー端
子赤

2. プラスケーブル車両

3. バッテリーのプラスケーブルに、図 26のように幅
広カバーを取り付ける。

注バッテリーのクランプに手が届くように、カバー
を十分にずらしておく。

4. 図 27のように、ヒューズ付きリンクスプレーヤ
用ワイヤハーネスのリング端子を、幅広のバッ
テリーカバーに通す。
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g033560

図 27

1. カバ ー 幅広バッテリー端
子赤

2. 端子ヒューズ付きリンクス
プレーヤ用ハーネス

5. バッテリーの両ケーブルのクランプに、端子ボル
トとクランプナットを仮組みする図 28。

g033558

図 28

1. 端子ボルト 3. プラスのケーブルクランプ

2. クランプナット 4. マイナスのケーブルクラン
プ

6. ヒューズ付きリンクスプレーヤ用ワイヤハーネ
スのリング端子を、プラスのバッテリーケーブル
に組み付けてある端子ボルトの端子に、ナットで
固定する図 29。

g033561

図 29

1. リング端子ヒューズ付きリ
ンクスプレーヤ用ハーネス

4. クランプナット

2. プラスケーブル車両 5. 端子ボルト
3. マイナスケーブル車両 6. リング端子マイナスケーブ

ルスプレーヤ用ワイヤハー
ネス

7. マイナスケーブル黒スプレーヤ用ワイヤハーネ
スのリング端子を、マイナスのバッテリーケーブ
ルに組み付けてある端子ボルトの端子に、クラン
プナットで固定する図 29。

8. プラスケーブルをバッテリーのプラス端子に接続
し、クランプナットを手締めする図 30。

g033567

図 30

1. カバ ー 新しいものバッテ
リー端子赤)

3. マイナス端子

2. プラス端子

9. バッテリーのマママイイイナナナスススケーブルを、バッテリーの
マイナス端子に接続し、クランプナットを手締め
する。

10. バッテリーカバーを両脇からたわめて、タブを
バッテリーベースのスロットから外し、カバーを
取り外す図 31。
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g033557

図 31

1. スロットバッテリーベース) 2. タブバッテリーカバー)

13
タタタンンンククク台ををを降ろろろすすす

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト½ x 1½"

2 ロックナット½"

手順
1. 車両のエンジンを始動して、昇降シリンダでタンク
台をわずかに上昇させる。

2. 昇降シリンダから荷台サポートを外し、サポート
をROPSパネルの裏側にある収納ブラケットに収
納する図 32 と 図 33。

g033569

図 32

g002397

図 33

1. 安全サポート

3. シリンダを縮めてタンクをフレームまでゆっくり
降下させる。

注 降下させる時、降下の様子をもう一人が監視
してください。そして、ホースや配線がはさまれ
たりしないことを確認してください。

4. タンク台と車体フレームとが整列しているかどう
か点検する。

5. スキッドフレームの両側についているアクセスパ
ネルを外す (図 34)。

g022355

図 34

1. アクセスパネルのドア 3. ロックナット½"
2. ボルト½ x 1½"

6. スキッドフレームの窓を通して内部の配線やホー
スの様子を観察し、ホースや刃ハーネスが挟ま
れていないことを確認する。

重要 タタタンンンククク台ののの下にににホホホーーースススやややララライイインンンががが入りりり込んんん
でででいいいるるるのののををを発見しししたたたららら、タタタンンンククク台をををもももううう一度吊りりり
上げげげ、ホホホーーースススやややララライイインンンののの位置ををを修正ししし、縛りりり付
けけけるるるなななどどどしししてててくくくだだださささいいい。

7. 前部にある取り付けブラケットと、先ほど3 タン
クスキッド用ホールドダウンブラケットを取り付け
る (ページ 12)で取り付けた固定ブラケットとを
整列させる。
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8. タンク台アセンブリをフレームの左右にある荷台ブ
ラケットに固定するボルト½ x 1½"1本、ロックナッ
ト½"1個を使用して図 34のように取り付ける。

9. ボルトとロックナットを91-113 N·m 9.3-11.5 kg.m
= 67-83 ft-lb にトルク締めする。.

10. 機体の反対側でも、ステップ7 - 9 を行う。

14
セセセンンンタタターーーブブブーーームムムををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 センターブームアセンブリ

10 ボルト⅜ x 1"

10 フランジロックナット⅜"

2 移動走行用ブームクレードル

4 ボルト½ x 1¼"

4 フランジナット½"

移動走行用ブブブーーームムムクククレレレーーードドドルルルををを組みみみ
立てててるるる
1. センターブームをクレーンで吊り上げて出荷用

ボックスから出す。

2. 移動走行用ブームクレードルをセンターブーム
に合わせる (図 35)。

g467673

図 35

1. 移動走行用ブームクレー
ドル

4. 水平穴 (センターブーム)

2. ボルト⅜ x 1" 5. フランジロックナット⅜"
3. 垂直穴 (センターブーム)

3. ボルト⅜ x 1"6本とフランジナット⅜"を使用して、
クレードルをブームに固定する図 35 と図 36。

g467675

図 36

1. ロックナット⅜"

4. ボルトとナットを 37-45 N·m3.7-4.6 kg.m = 27-33
ft-lbにトルク締めする。

タタタンンンクククスススキキキッッッドドドにににセセセンンンタタターーーブブブーーームムムををを取
りりり付けけけるるる
1. 車両のエンジンを始動し、昇降シリンダから荷台

サポートを外してサポートを所定位置に収納し、
タンクスキッドを下降させ、エンジンを停止してス
タータスイッチからキーを抜き取る。

2. センターブームアセンブリの取り付けブラケット
の底部にある穴を、スキッドフレームのブーム
サポートの下から3番目の穴に、図 37のように
整列させる。
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注 必要であれば、ブームサポートをゆるめて
穴をセンターブームにきちんと整列させてくださ
い。ボルトとナットを 67-83 N·m3.7-4.6 kg.m =
91-113 ft-lbにトルク締めする。

g028460

図 37

1. ロックナット½" 4. ブーム取り付けブラケット
右用

2. 下から3番目の穴 (ブーム
サポート)

5. ボルト½ x 1¼"

3. ブーム取り付けブラケット
左用

3. センターブームアセンブリをスキッドフレームに取
り付けるボルト½ x 1¼"4本とロックナット½"4個
を使用する。

4. ボルトとナットを 67-83 N·m3.7-4.6 kg.m = 91-113
ft-lbにトルク締めする。

ブブブーーームムム昇降バババルルルブブブ用のののホホホーーースススををを接続
しししててて配線ををを行ううう。
Multi Pro WM芝生スプレーヤ仕上げキット、マニュアル
仕様Workmanユーティリティ ビークルのインストール
手順を参照してください。

15
左右ののの散布ブブブーーームムムををを取りりり付けけけ
るるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 左ブーム

1 右ブーム

8 フランジヘッドボルト ⅜ x 1¼"

8 バッキングプレート

8 フランジロックナット⅜"

2 クレビスピン

2 ヘアピン

手順
ブームはそれぞれが約14kgの重さです。
1. センターブームのヒンジブラケットから、フランジ

ヘッドボルト⅜ x 1¼"4本、バッキングプレート4
枚、フランジロックナット⅜"4個を外す。

2. センターブームの両端にあるピボットブラケット
を、垂直方向に向ける 図 38。

g028737

図 38

1. センターブーム 5. 三角形の取り付けプレート
2. ブームエクステンション 6. バッキングプレート

3. ヒンジプレート 7. フランジロックナット⅜"
4. フランジヘッドボルト ⅜ x

1¼"

3. 左または右のブームを持ち上げ、ブームの端部
にある三角形の取り付けプレートにある穴を、ピ
ボットブラケットの穴に合わせる。

注 ノズル用タレットが後ろを向いているのを確認
してください。
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4. ヒンジプレートを三角形プレートに固定するフラ
ンジヘッドボルト4本、バッキングプレート4枚、
フランジロックナット4個を使用図 38これらは ス
テップ 1で外したもの。

5. ボルトとナットを37-45 N·m 3.7-4.6 kg.m = 27-33
ft-lb にトルク締めする。

6. ブーム昇降シリンダのロッドの先端を、ピボットブ
ラケットのホーンツノの穴に合わせる図 38。

g028738

図 39

1. ロッドの先端ブーム昇降シ
リンダ

3. クレビスピン⅝ x 4¾"

2. ホーンピボットブラケット) 4. ヘアピン

7. クレビスピンとヘアピンで、ロッドの先端をピボット
ブラケットに取り付ける 図 38。

8. センターブームの反対側でも、ステップ1-5の作
業を行って反対側のブームエクステンションを取
り付ける。

注 この作業を終える前に、ノズル用タレットが全
て後ろを向いているのを確認してください。
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16
ブブブーーームムムホホホーーースススををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

3 ホースクランプ

2 R クランプ

2 ショルダボルト

2 ワッシャ

2 ナット

左右ののの散布ブブブーーームムムにににホホホーーースススををを取りりり付
けけけるるる
1. ブームホースを図 40 と図 41のように配置する。

g028468

図 40
ホース左ブーム

1. ナット 4. ショルダボルト 7. 左ブームホース
2. ワッシャ 5. T 字フィッティング 8. 左ブームバルブ
3. R クランプ 6. ホースクランプ
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g213727

図 41
ホース右ブーム

1. ナット 4. ショルダボルト 7. 右ブームホース
2. ワッシャ 5. T 字フィッティング 8. 右ブームバルブ
3. R クランプ 6. ホースクランプ

2. 各ブームホースをセンターブームの前側に固定す
る図 40 と 図 41; Rクランプ1個、ショルダボル
ト5/16 x 1"1本、ロックナット5/16"1個、ワッシャ
5/16"1枚を使用する。

3. ブームについているT字フィッティングのバーブ部
分にブームホースを接続し、ホースクランプで
ホースを固定する (図 40 と図 41)。

注 T字フィッティングのバーブ部分に石鹸水を塗
るとホースを取り付けやすくなります。

4. 機体の反対側の外側ブームでも、ステップ 1-3の
作業を行う。
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セセセンンンタタターーーブブブーーームムムホホホーーースススををを取りりり付けけけるるる
1. センターブームのホースを図 42のように配置す

る。

g028471

図 42

1. 上 4. センターブームのホース

2. T字フィッティング 5. センターブームバルブ

3. ホースクランプ 6. 機体正面

2. センターブームについているT字フィッティングの
バーブ部分にブームホースを接続し、ホースクラ
ンプでホースを固定する (図 42)。

注 T字フィッティングのバーブ部分に石鹸水を塗
るとホースを取り付けやすくなります。

17
ノノノズズズルルルををを取りりり付けけけるるる

必要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。

手順
薬剤散布に使うノズルは、散布レート単位面積あたり
散布量に合わせて選択することが必要なので、付属部
品には含まれていません。弊社代理店と相談の上、適
切なノズルをご購入・装着してください ノズルの選択に
は以下の情報が必要です

• 薬剤の散布レート単位面積あたり散布量リットル毎
ヘクタールまたはガロン毎エーカー、あるいはガロ
ン毎1,000平方フィート。

• 散布作業時に使用する作業車の走行速度キロメー
トル毎時またはマイル毎時。

1. ノズルをノズルソケットに装着するねじ式。

2. ノズルソケットを、タレットのフィッティングに入
れる。

3. 入れたノズルを右に回してソケットのカムをロッ
クする。

4. ノズルの噴霧口が下向きになることを確認する。

詳細はノズルに付属している取り付け要領書を参照
してください。

18
真水タタタンンンクククををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 真水タンク

1 90° エルボ⅜" NPT

1 90° スピゴット

1 真水タンク用マウント

4 固定ストラップ

4 フランジヘッドボルト5/16 x ⅝"

10 フランジロックナット5/16"

1 サポートチューブ 真水タンク

1 ジャムナット5/16"

1 ボルト5/16 x 1"

2 ショルダボルト½ x 1-15/16"

2 ボルト5/16 x 2¼"

2 ワッシャ5/16"

取りりり付けけけブブブラララケケケッッットトトををを真水タタタンンンクククににに組
みみみ付けけけるるる
1. 真水タンクマウントに真水タンクを取り付ける固定

ストラップ2本、フランジヘッドボルト5/16 x ⅝"4
本、フランジロックナット5/16"4個を使用し図 43
のように取り付ける。

注 エルボとスピゴットが真水タンクのステッカーと
同じ側になるように取り付けてください。
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g033570

図 43

1. 真水タンク用マウント 4. 固定ストラップ
2. フランジロックナット5/16" 5. フランジヘッドボルト5/16 x

⅝"
3. 真水タンク

2. ボルトとナットを20-25 N·m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

タタタンンンクククサササポポポーーートトトチチチュュューーーブブブををを取りりり付けけけるるる
1. 真水タンク用のサポートチューブをタンクサポート
用のチャネル部材に合わせる図 44。

g033572

図 44

1. ジャムナット5/16" 5. ボルト5/16 x 1"
2. サポートチューブ 真水タン
ク

6. フランジロックナット5/16"

3. 車体前方 7. ウェルドナットサポートチャ
ネル真水タンク

4. マシンの上方 8. ショルダボルト½ x 1-15/16"

2. サポートチューブの穴を、チャネル材の穴に合わ
せる図 44。

3. チューブをチャネル材に固定する図 44ショル
ダボルト½ x 1-15/16"2本とフランジロックナット
5/16"2個を使用する。

4. ボルトとナットを20-25 N·m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

5. ボルト5/16 x 1"にジャムナット5/16"を図 44のよ
うに取り付ける。

6. ボルト5/16 x 1"とジャムナットを、タンクサポート
用チャネル材の下部にある溶接ナットに取り付け
て、ボルトとジャムナットを手締めする 図 44。
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タタタンンンクククををを取りりり付けけけるるる
注 マルチプロ WM ターフスプレーヤは、ワークマン
車両に 4柱式の ROPS またはキャブの取り付けを必
要とします。

1. サポートチューブに、真水タンクとマウントを取り
付ける ボルト5/16 x 2¼"2本、フランジロックナッ
ト5/16"2個を使用し図 45のように取り付ける。

g033573

図 45

1. 真水タンク用マウント 4. ワッシャ5/16"
2. フランジロックナット5/16" 5. ボルト5/16 x 2¼"
3. サポートチューブ 真水タン
ク

2. ボルトとナットを20-25 N·m2.0-2.6 kg.m =
175-225 in-lbにトルク締めする。

19
逆流防止補給口ををを取りりり付けけけるるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

1 補給口アセンブリ

1 フランジヘッドボルト5/16 x ¾"

手順
タンクに開けてあるねじ穴に合わせて補給口アセンブ
リをセットし図 46、フランジヘッドボルト5/16 x ¾"で
固定する。

g208978

図 46

1. 補給口アセンブリ 2. フランジボルト5/16 x ¾"
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20
ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドををを収納すすするるる

こここののの作業ににに必要なななパパパーーーツツツ

2 前ジャッキスタンド

2 後ジャッキスタンド

4 コッターピン

2 クレビスピン4½"

2 クレビスピン3"

2 ノブ

手順
1. 車両前部のロープ掛けポイントの近くのフレーム部

に、前ジャッキスタンドを逆さにして差し込む図 47

g023740

図 47

1. 前ジャッキスタンド 2. ノブ

2. 前ジャッキスタンドの中央部についている穴にク
レビスピン3"2本を差し込み、コッターピン2本
で固定する。

3. 車両後部のロープ掛けポイントの近くのフレーム
部に、後ジャッキスタンドを逆さにしてフレーム
に差し込む図 48

g023739

図 48

1. 後ジャッキスタンド

4. 後ジャッキスタンドの最後の穴にクレビスピン4½"4
本を差し込み、コッターピン4本で固定する。
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製品ののの概要

g516736

図 49

1. マスターブームスイッチ 6. すすぎスイッチオプション

2. 左、中央、右ブームスイッチ 7. ソニックブームのスイッチ

3. ブーム昇降スイッチ 8. 散布率調整スイッチ
4. インフォセンター 9. 撹拌スイッチ
5. 水圧計

各部ののの名称ととと操作
イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーLCDデデディィィスススプププレレレイイイ
注 この6ボタンのInfoCenterは、HDXマニュアル仕
様Workmanでのみ使うことができます。Workman
HDX-Autoマシンをお使い場合は、引き続き3つボタン
のInfoCenterをご利用ください。

InfoCenter LCDディスプレイには、現在のバッテリー充
電量、速度、診断情報など、お使いのマシンとバッテ
リーパックに関する情報が表示されます。詳細につい
ては、 インフォセンターの使い方 (ページ 38)を参照
してください。
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マママスススタタターーーブブブーーームムムスススイイイッッッチチチ
マスターブームスイッチ図 49は、運転席右手のコン
ソールの側面にあります。散布の開始と停止を行うス
イッチです。このスイッチで散布システムのオン･オ
フ制御を行います。

左、中央、右ブブブーーームムム昇降スススイイイッッッチチチ
個別ブームスイッチはコントロールパネルにあります図
49。各スイッチとも、前を押すと ON、後ろを押すと
OFF となります。ONの時にはそのスイッチのランプ
が点灯します。個別ブームスイッチはマスターブーム
スイッチと連動しており、マスタースイッチがONの時
にのみ散布が可能です。

散布率調整スススイイイッッッチチチ
コントロールパネルの左側にあるスイッチです(図 49)。
上を押すと単位面積あたり散布量が上昇し、下を押す
と減少します。

ブブブーーームムム昇降スススイイイッッッチチチ
コントロールパネルにあります。左右のブームを個別に
上げ下げするスイッチです。

散布率制御レレレーーートトト制御バババルルルブブブ
散布率制御バルブはタンクの後ろにあり図 50、ブー
ムに供給する液量逆に言えばタンクに戻す液量を調
節するバルブです。

g028483

図 50

1. 散布率制御レート制御バ
ルブ

4. フローメータ

2. 攪拌バルブ 5. 個別ブームバルブ
3. マスターブームバルブ

フフフロロローーーメメメーーータタタ
フローメータは個別ブームバルブへ入っていく液量を
測定します図 50。

個別ブブブーーームムムバババルルルブブブ
各ブーム左、中央、右への供給を ON/OFF するバ
ルブです (図 50)。

個別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブ
ブームの一部左、中央、右が OFFになったときに余剰
となる液剤をタンクに逃がすためのバルブです図 51。
これらのバルブを調整して、どのブームを OFF にして
も水圧が変化しないようにします;個別ブームバイパス
バルブの補正キャリブレーション (ページ 51)を参照。

g028485

図 51

1. 左ブームバイパスバルブ 3. 右ブームバイパスバルブ
2. センターブームバイパスバ
ルブ

攪拌スススロロロッッットトトルルルバババルルルブブブ
タンクの右後側にあります(図 52)。ノブを6時の位置
に回すと攪拌を行い、8時の位置に回すと攪拌を停
止します。
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g033579

図 52

1. 攪拌コントロールバルブ

注 マニュアルトランスミッションのHDシリーズ攪拌を
行うためにはエンジンが作動アイドル以上の速度で回
転し、さらにPTOとクラッチが作動している必要があり
ます。車両停止散布停止中に液剤の攪拌を行う場
合には、レンジセレクタをニュートラルにし、クラッチ
を外して駐車ブレーキを掛け、ハンドスロットルをセッ
ト装着車の場合します。

スススプププレレレーーーヤヤヤのののポポポンンンプププ

スプレーヤのポンプはマシンの背面にあります。

マシンのセンターコンソールで、PTOレバーを作動位
置に動かすとポンプが作動し、PTOレバーを解除位置
に動かすとポンプが停止します。Workman HDXユー
ティリティ ビークルのオペレーターマニュアルを参照
してください。

g028857

図 53

1. スプレーヤのポンプ

仕様
注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

散布システムのベース重量車
両重量を含まず

424 kg

タンク容量 757 リットル

標準システム搭載時の車両全
長

422 cm

標準システム搭載時のタンク
上部までの高さ

147 cm

標準システム搭載時の交差収
納したブームの先端までの高さ

234 cm

標準システム搭載時の車両全
幅交差収納したブームの先端
から先端

175 cm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

Toroが認定した各種のアタッチメントやアクセサリが
そろっており、機械の機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。
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運転操作
注 前後左右は運転位置からみた方向です。
注 散布装置を搭載した状態のワークマンをトレーラで
搬送する場合には、必ずブームをしっかりと固定し
ておいてください。

運転ののの前ににに
運転前ののの安全確認
安全上ののの全般的ななな注意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください｡地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• 運転席を離れる前に
– 平らな場所に駐車する。
– トランスミッションをニュートラルにセットする。
– 駐車ブレーキを掛ける。
– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。
• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。
• オペレータコントロールやインタロックスイッチなどの
安全装置が正しく機能しているか、また安全ガー
ドなどが外れたり壊れたりしていないか点検してく
ださい。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 万一異常を発見したら運転を中止 してください。必
ず、修理や調整を行って問題を解決してから使用
するようにしてください。

• ポンプを作動させる前に、全部のラインコネクタが
適切に接続されていること、およびホースの状態が
良好であることを確認してください。

薬剤ののの安全管理
この散布装置で取り扱う農薬は人体や動植物、土壌
などに危険を及ぼす可能性があるので、取り扱いに
は十分注意してください。
• 各農薬の情報を良く読んでください。上記安全確保
に必要な情報が手に入らない場合には、この装置
の運転を拒否してください。

• 散布装置の整備や修理をする時は、その前に必
ず、その装置が薬剤メーカーの指示通りに中和作
業が行われた上で 3 回のすすぎ洗いを実行済み
であること、さらに、すべてのバルブにそれぞれ
3回の開閉操作洗浄が実施されていることを確認
してください。

• 十分な量の水と石鹸を身近に常備し、薬剤が皮膚に
直接触れた場合には、直ちに洗い流してください。

• 自分自身の安全を守るために、農薬を取り扱う前
に、容器に張ってあるラベルや安全データシート
SDSなど取り扱い上の注意をよく読んで理解し、薬
剤メーカーの指示を守りましょう。

• 農薬を取り扱う時はいつでも自分の身体を守るこ
とを忘れずに。薬剤との接触を防止し危険から身
を守ることのできる適切な防具PPEを着用してくだ
さい。例えば

– 安全めがねやゴーグル、フェースシールド

– 防護服

– 呼吸器やフィルタ付きマスク

– 薬剤耐性手袋

– ゴム長靴または頑丈な防水靴

– 清潔な着替え、石鹸、使い捨てタオル

• 薬剤の取り扱いに関する適切な教育訓練を受けて
ください。

• 目的にあった適切な薬剤を使用してください。

• 薬剤を安全に散布するために、薬剤メーカーの指
示を必ず守ってください。推奨されている散布水圧
を超えないよう注意してください。

• 周囲に人や動物、特に子供いるときには農薬の調
整や機材の洗浄などを行わないでください。

• 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行ってくださ
い。

• 薬剤を取り扱い中や近くで作業中は、飲食や喫
煙をしないでください。

• 散布ノズルを洗浄するとき口で吹いたり、口に含ん
だりしないでください。

• 農薬を取り扱う作業が終了したら、直ちに手足や露
出部をよく洗ってください。

• 農薬は別の容器に移し替えたりせず、また安全な
場所で保存してください。

• 使用しなかった薬液や薬剤容器は、メーカーや地
域の規則に従って適切に廃棄してください。

• 薬剤や薬剤から発生する蒸気は危険です。絶対
に、タンクの中に入ったり、頭を入れたり、タンクの
上に顔をさらしたりしないでください。

• 国や自治体などの法律や規則を守って散布作業
を行ってください。
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーののの使いいい方
注 この6ボタンのInfoCenterは、HDXマニュアル仕様Workmanでのみ使うことができます。Workman HDX-Auto
マシンをお使い場合は、引き続き3つボタンのInfoCenterをご利用ください。

インフォセンターLCDディスプレイは、マシンの運転状態、故障診断などの情報を表示します。インフォセ
ンターには初期画面とメイン情報画面があります。インフォセンターのどのボタンでも、押せば初期画面とメイ
ン画面とをいつでも切り替えることができ、また、矢印ボタンで選択することによって、希望する項目の内
容を確認することができます。

g471371

図 54

1. インジケータランプ 5. ナビゲーション ボタン - 減少/左
2. ディスプレイ輝度センサー 6. ナビゲーション ボタン - 下
3. ナビゲーション ボタン - 上 7. ナビゲーション ボタン - 増加/右
4. 戻るボタン 8. 入力ボタン

注 各ボタンの機能はメニューの内容によって変わります。LCD画面には、各ボタンの上にそのボタンの現在の
機能がアイコン表示されます。
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン

メニュー タンクが空です (容量が10%未満)

上下にスクロール タンク容量が少ない (10%29%)

左/右にスクロール タンク容量が半分です (30%69%)

前の画面へ タンク容量が満杯です (70%100%)

値を減らす タンク容量を1ガロン増やす

値を増やす タンク容量を10ガロン増やす

受け入れる タンク容量を25リットル増やす

保存 ブームがオフ

PINパスコード ブームがアクティブ

終了障害メニュー 全エリアをクリア

バッテリー電圧 アクティブなエリアをクリア

アワーメータ 散水済み面積

ロック 全エリア画面

スプレイヤーエリアに移動する

スプレイヤーエリアに移動する
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メメメニニニュュューーーののの概要
インフォセンターのメニューシステムにアクセスするには、メニュー画面が表示されているときにバックボタンを
押します。ボタンを押すとメインメニューが表示されます。各メニューにおいてどのような内容が表示されるか
は、以下の表をご覧ください。

保護メニューで保護 - PINを入力することによってのみアクセスが可能

メメメイイインンンメメメニニニュュューーー

メメメニニニュュューーー項目 記述称

Calibrationキャリブレーション キャリブレーションメニューは、フローメータと速度センサーのキャ
リブレーションに役立ちます。

設定 設定メニューを使うと、表示構成変数をカスタマイズおよび変更す
ることができます。

マシンの設定 マシン設定メニューでは、マシン変数を構成できます。

整備 サービスメニューには、マシンの使用時間や障害など、マシンに関
する情報が含まれています。

診断機能 診断メニューには、各マシンのスイッチ、センサー、および制御
出力の状態が表示されます。これを使うと、どのマシン制御がオ
ンでどの制御がオフであるかがすぐに分かるため、特定の問題
のトラブルシューティングに使用できます。

マシンについて バージョン情報メニューで、モデル番号、シリアル番号、ソフトウェ
アのバージョンなどを確認することができます。

Calibrationキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
メメメニニニュュューーー項目 記述称

Test Speed キャリブレーション用のテスト速度を設定する。

Flow Cal フローメータのキャリブレーションを行う。

Speed Cal 速度センサーのキャリブレーションを行う。

デフォルトのフローキャリブレーションを使う 流量のキャリブレーションをデフォルトに戻す実測値ではなく。

デフォルトの速度キャリブレーションを使う 速度のキャリブレーションをデフォルトに戻す実測値ではなく。

Settings設定
メメメニニニュュューーー項目 記述称

PINの編集 会社によってPINコードを許可された人 (監督者/メカニック) に、保
護されたメニューへのアクセスを許可します。

保護設定 保護設定の内容を変更することができます。.

デフォルトにリセットする デフォルト値をリセットする。

Backlight LCD画面の明るさを調整します。

言語 ディスプレイで使用される言語を制御する。

表示単位 画面で使う単位ヤードポンド法、ターフ、またはメートル法を選
択できます。

マママシシシンンンののの設定
メメメニニニュュューーー項目 記述称

タンクアラート タンク残量の警告条件を設定する。

左ブーム 左ブームの長さ設定を変更する。

センターブーム 中央ブームの長さ設定を変更する。
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マママシシシンンンののの設定 (cont'd.)

右ブーム 右ブームの長さ設定を変更する。

デフォルトにリセットする デフォルト値をリセットする。

整備

メメメニニニュュューーー項目 記述称

不具合 不具合メニューは、最近発生した不具合を記憶しています。「故
障」メニューおよびそこに含まれる情報の詳細については、サービ
スマニュアルを参照するか、Toro認定代理店に問い合わせること。

時間 マシン、エンジン、リール、およびPTOが使用されていた時間およ
びマシンが移動走行していた時間と定期整備までの時間が記録さ
れており、これらを確認することができます。

流量 現在の流量を表示。

Flow Cal Value 想定フローと較正フローの差を計算するために使用される現在の
乗数を表示する。

Speed Cal Value 想定速度と較正速度の差を計算するために使用される現在の
乗数を表示する。

Diagnostics診断機能
メメメニニニュュューーー項目 記述称

Pumps 瞬間すすぎと時間すすぎのオプションにアクセスします。

Booms ブーム関係の入力出力設定へアクセスする。

Engine Run エンジン作動関係の入力および出力設定へアクセスする。

Aboutマママシシシンンンにににつつついいいててて
メメメニニニュュューーー項目 記述称

モデル マシンのモデル番号を表示する。

SN はマシンのシリアル番号です。

ソフトウェア改訂 プライマリーコントローラのソフトウェ改訂番号を表示します。

XDM–2700 インフォセンターのソフトウェアの改訂番号を表示します。

CAN統計 CANバスをリストする
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保護項目
ディスプレイの設定内で調整できる動作構成設定があります。これらの設定をロックするには、保護されたメ
ニューを使います。

注 納品時に、初期パスワードコードは販売代理店によってプログラムされます。

アアアクククセセセススス制限付きききメメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス

注 出荷時に設定されている デフォルト PINは 0000 または 1234 です。

PIN を変更後、PIN を忘れてしまった場合には、弊社ディストリビュータにご相談ください。
1. メイン メニューから、設定まで下にスクロールし、選択ボタンを押す。

g510564

図 55

2. 設定で、「PIN を入力」までスクロールし、選択ボタンを押す。
3. PINコードを入力するには、正しい最初の桁が表示されるまでナビゲーション ボタンを上下に押し、次に右の

ナビゲーション ボタンを押して次の桁に進みます。最後の桁が入力されるまでこの手順を繰り返します。

4. 選択ボタンを押す。

注 ディスプレイがPINコードを受け入れ、保護されたメニューのロックが解除されると、画面の右上隅に
「PIN」という文字が表示されます。

5. 保護されたメニューをロックするには、キースイッチをオフの位置に回し、次にオンの位置に回転する。

g517323

図 56

保護ささされれれたたたメメメニニニュュューーー設定ののの表示ととと変更
1. 設定で、設定の保護まで下にスクロールする。

2. PINコードを入力せずに設定を確認・変更するには、セレクトボタンでプロテクト設定を オフに変更します。
3. PINコードを使って設定を表示および変更するには、選択ボタンを使ってプロテクト設定を オン)に変更し、

PINコードを設定し、イグニッションスイッチのキーをオフの位置に回し、次にオンの位置に回します。
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タタタンンンククク残量警報ののの設定方法
1. マシン設定を選択する。
2. タンクアラートを選択する。

g517324

図 57

3. スプレイヤーの動作中に警告が表示された場合は、方向ボタンを使ってタンク内の最小量を入力する。

ブブブーーームムムサササイイイズズズののの設定
1. マシン設定を選択する。
2. 更新したいブームを選択する。
3. 方向ボタンを使って、ブームのサイズを2.5 cm単位で変更する。

デデデフフフォォォルルルトトト設定ににに戻すすす
設定 デフォルト値

Test Speed 0.0

Spray Tank Alert 1ガロン/リットル

L Boom 80”

C Boom 60”

R Boom 80”

1. マシン設定を選択し、デフォルトにリセットを選択する。

タタタンンンククク液量ののの設定方法
注 ボリュームを変更するとタンクアラートがリセットされます。
1. ENTERボタンを押して右に移動する。ディスプレイには現在のタンクボリュームが表示されます。
2. ボタンを押してタンクボリュームを増減します。

A. 上/下の方向ボタンを押すと、±10 (米国単位の場合)または ±25 (メートル単位の場合)にジャンプします。
B. 左/右の方向ボタンを押すと、ボリュームが1つずつ変化します。

g517327

図 58
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合計エエエリリリアアア画面とととサササブブブエエエリリリアアア画面
これらの画面は次のものを表示します

• 散布済み面積 USエーカー、SIヘクタール、TU1000 ft2

• 散布総量米国ガロンまたはリットル

エリアとボリュームの情報はリセットされるまで蓄積されます。施設の散水タスクごとに各サブエリアを設定しておく
と便利です。サブエリアは20個まで設定できます。

注 散水を開始する前に、作業予定のサブエリアに移動していることを確認してください。画面に表示されるサブエ
リアは、カバレッジされるアクティブなサブエリアです。

総エエエリリリアアアとととボボボリリリュュューーームムムデデデーーータタタのののリリリセセセッッットトト
1. BACKボタンを押して総エリア画面に移動する。
2. RIGHTボタンを押すと総エリアデータがリセットされます。

注 総エリア画面で総エリアおよび総ボリューム情報をリセットすると、サブエリアごとのデータが全てててリ
セットされます。

g517325

図 59

サササブブブエエエリリリアアアとととボボボリリリュュューーームムムデデデーーータタタのののリリリセセセッッットトト
1. BACKボタンを押してサブエリア画面に移動する。
2. UPボタンを押すとサブエリアデータがリセットされます。

g517326

図 60
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーががが表示すすするるるアアアドドドバババイイイススス
運転操作が不完全な場合などに、インフォセンターの画面にアドバイスが表示されます。たとえば、走行ペダ
ルを踏み込んだ状態でエンジンを始動させようとした場合には、走行ペダルを ニュートラル位置にしてください
という表示が出ます。

表示を消すには、ディスプレイ上の任意のボタンを押します。

アアアドドドバババイイイススス

アアアドドドバババイイイススス番号 記述称

200 始動不能ポンプスイッチがONです

201 始動不能ニュートラルになっていません

202 始動不能オペレータ未着席

203 始動不能スロットルペダルが踏まれたままです

204 始動不能スタータの作動時間切れです

205 駐車ブレーキが掛かったままです

206 ポンプ始動不能ブームがONです

207 ポンプ始動不能エンジンが高速です

208 スロットル/速度ロック不能ポンプがOFFです

209 スロットルロック不能駐車ブレーキが掛かっていません

210 速度ロック不能着席していない、または駐車ブレーキが掛かっています

211 スロットル/速度ロック不能クラッチまたは常用ブレーキが掛かっています

212 タンク残量警告

213 すすぎポンプON

220 フローセンサーのキャリブレーション

221 フローセンサーのキャリブレーションタンクに水を入れ水量を入力してください

222 フローセンサーのキャリブレーションポンプをONにしてください

223 フローセンサーのキャリブレーション全部のブームをONにしてください

224 フローセンサーのキャリブレーションキャリブレーションを開始しました

225 フローセンサーのキャリブレーションキャリブレーションが終了しました

226 フローセンサーのキャリブレーションキャリブレーションモードを終了中

231 速度センサーのキャリブレーション

232 速度センサーのキャリブレーション真水タンクに水を満たしてNEXTを押してください

233 速度センサーのキャリブレーション液剤タンクに水を半分入れてNEXTを押してください

234 速度センサーのキャリブレーション走行予定距離を入力してNEXTを押してください

235 速度センサーのキャリブレーションブームをOFFにしたままで、入力した距離を走行してください

236 速度センサーのキャリブレーション速度センサーのキャリブレーション実行中

237 速度センサーのキャリブレーション速度センサーのキャリブレーションが終了しました

108 速度センサーのキャリブレーションブームをOFFにしてください

241 キャリブレーション結果が規定外なのでデフォルト値を採用します
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始動前ののの点検ををを行ううう
毎日、作業前に以下の項目を点検してください。

• タイヤ空気圧を点検する。

注 この車両のタイヤ空気圧は通常の自動車とは異
なります踏圧を減らし芝生の損傷を防止するために
低い空気圧に設定されています。

• 燃料、オイルなどの量を点検し、不足していれば
適正品を適正量まで補給する。

• ブレーキペダルの作動状態を点検する。

• ヘッドライトが正常に作動することを確認する。

• ハンドルを左右一杯に切って応答を確認する。

• エンジンを掛けない状態で、オイル漏れや各部の
ゆるみその他の異常がないか点検する。

上記のうち一つでも異常があれば、作業に出発する
前に整備士や上司にその旨を伝えてください。現場に
よっては、上記以外の項目の点検を指示されることも
ありますので、必ず上司に確認しておきましょう。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの準備

ノノノズズズルルルののの選択
注 ノズル選択ガイドをご覧ください。ガイドは代理店
にて入手できます。

ノズルタレットには3種類のノズルを取り付けておくこ
とができます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. マスターブームスイッチを OFF とし、散布ポンプ
のスイッチを OFF にする。

3. タレットを回転させて希望のノズルにセットする。

4. 流量のキャリブレーションを行う スプレーヤの流
量の基本設定 (ページ 50)を参照。

取水部フフフィィィルルルタタタののの選択
標準ののの装置 50 メッシュ取水部フィルタ青

散布する薬剤の種類や粘度に合わせて、取水部フィル
タ一覧表から適切なフィルタを選択してください。

取水部フフフィィィルルルタタタ一覧表

散布ノノノズズズルルルののの色水
量

スススクククリリリーーーンンンのののメメメッッッシシシュュュ
サササイイイズズズ*

フフフィィィルルルタタタののの色

黄 (0.2gpm) 50 青

赤 (0.4gpm) 50 青

茶 (0.5gpm) 50または 30) 青または緑

灰 (0.6gpm) 30 緑

白 (0.8gpm) 30 緑

青 (1.0gpm) 30 緑

緑 (1.5gpm) 30 緑

この表のメッシュサイズは、散布する薬剤の種類または水溶
液にした時の水と比較した粘度を基準としています。

重要 粘度ののの高いいいドドドロロロドドドロロロしししたたた薬剤ややや、ウウウェェェッッッタタタブブブルルル水
和剤ををを散布すすするるる場合にににははは、オオオプププシシショョョンンンののの目ののの粗いいいスススククク
リリリーーーンンンががが必要ににになななるるる場合がががああありりりままますすす図 61ををを参照。

g214212

図 61
メッシュサイズ—薬剤または水溶液の粘度

1. 粘度の高い薬剤や水溶液 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. 粘度の低い薬剤や水溶液

大水量で散布を行う場合には、より目の粗い、オプ
ションの取水部フィルタの使用をご検討ください図 62
を参照。
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図 62
メッシュサイズ — 投下水量

1. より大きな水量 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. より小さな水量

圧力フフフィィィルルルタタタののの選択
選択可能なスクリーンサイズ

標準ののの装置 50 メッシュ取水部フィルタ青
散布する薬剤の種類や粘度に合わせて、圧力フィルタ
一覧表から適切なフィルタを選択してください。

圧力フフフィィィルルルタタタ一覧表
散布ノノノズズズルルルののの色水
量

スススクククリリリーーーンンンのののメメメッッッシシシュュュ
サササイイイズズズ*

フフフィィィルルルタタタののの色

粘度の低い薬剤や
水溶液、少水量散
布

100 緑

黄 (0.2gpm) 80 黄

赤 (0.4gpm) 50 青

茶 (0.5gpm) 50 青

灰 (0.6gpm) 50 青

白 (0.8gpm) 50 青

青 (1.0gpm) 50 青

緑 (1.5 gpm) 50 青

粘度の高い薬剤や
水溶液、大水量散
布

30 赤

粘度の高い薬剤や
水溶液、大水量散
布

16 茶

この表のメッシュサイズは、散布する薬剤の種類または水溶
液にした時の水と比較した粘度を基準としています。

重要 粘度ののの高いいいドドドロロロドドドロロロしししたたた薬剤ややや、ウウウェェェッッッタタタブブブルルル水
和剤ををを散布すすするるる場合にににははは、オオオプププシシショョョンンンののの目ののの粗いいい圧力
フフフィィィルルルタタタががが必要ににになななるるる場合がががああありりりままますすす図 63ををを参照。

g214211

図 63
メッシュサイズ—薬剤または水溶液の粘度

1. 粘度の高い薬剤や水溶液 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. 粘度の低い薬剤や水溶液

大水量で散布を行う場合には、より目の粗い、オプショ
ンの圧力フィルタの使用をご検討ください図 64を参照。

g214240

図 64
メッシュサイズ — 投下水量

1. より大きな水量 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. より小さな水量

ノノノズズズルルル部フフフィィィルルルタタタののの選択任意
注 ノズル部フィルタはノズルを保護しノズルの寿命を延
ばします。使用は任意です。

散布する薬剤の種類や粘度に合わせて、ノズルフィル
タ一覧表から適切なフィルタを選択してください。

ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタ一覧表
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ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタ一覧表 (cont'd.)

散布ノノノズズズルルルののの色水
量

フフフィィィルルルタタタのののメメメッッッシシシュュュサササ
イイイズズズ*

フフフィィィルルルタタタののの色

黄 (0.2pm) 100 緑

赤 (0.4gpm) 50 青

茶 (0.5gpm) 50 青

灰 (0.6gpm) 50 青

白 (0.8gpm) 50 青

青 (1.0gpm) 50 青

緑 (1.5 gpm) 50 青

この表のメッシュサイズは、散布する薬剤の種類または水溶
液にした時の水と比較した粘度を基準としています。

重要 粘度ののの高いいいドドドロロロドドドロロロしししたたた薬剤ややや、ウウウェェェッッッタタタブブブルルル水
和剤ををを散布すすするるる場合にににははは、オオオプププシシショョョンンンののの目ののの粗いいいノノノズズズ
ルルルフフフィィィルルルタタタががが必要ににになななるるる場合がががああありりりままますすす図 65ををを参照。

g214246

図 65
メッシュサイズ—薬剤または水溶液の粘度

1. 粘度の高い薬剤や水溶液 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. 粘度の低い薬剤や水溶液

大水量で散布を行う場合には、より目の粗い、オプ
ションのノズルフィルタの使用をご検討ください図 66
を参照。

g214245

図 66
メッシュサイズ — 投下水量

1. より大きな水量 3. スクリーンのメッシュサイズ

2. より小さな水量
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タタタンンンクククににに水ををを入れれれるるる
真水タタタンンンクククににに水ををを入れれれるるる
重要 真水タタタンンンクククにににははは必ずずずきききれれれいいいななな真水ををを入れれれてててくくくだだだ
さささいいい。
注 真水タンクは、誤って薬液を目や皮膚に付けてし
まったときに直ちに洗い流し行うことができるようにす
るためのものです。
薬剤の取り扱いを始める前に、必ず真水を用意してく
ださい。

真水タンクは助手席後ろの ROPSにあります図 67。
誤って薬液を目や皮膚に付けてしまったときに直ちに洗
い流し行うことができます。
• タンクに水を入れるには、タンク上面にあるキャッ
プをはずします。真水を入れたらキャップを取り付
けてください。

• コックのレバーをひねれば真水が出ます。

g210327

図 67

1. 補給口キャップ 3. コック

2. 真水タンク

タタタンンンクククににに液剤ををを作るるる
薬剤の混合をタンクのわきで簡単に行える薬剤プレミッ
クスキットオプションがあります。

重要 液剤タタタンンンクククににに薬剤ををを作るるる時ははは、出来るるる限りりりきききれれれいいい
ななな真水ををを使っっってててくくくだだださささいいい。
重要 使用すすするるる薬剤がががヴヴヴィィィトトトンンンVitonTMととと共用可能ななな製
品ででであああるるるここことととををを確認しししてててくくくだだださささいいい。共用ででできききななないいい場合ににに
ははは薬剤ラララベベベルルルにににそそそののの旨ののの記述がががああありりりままますすす。VitonTMととと

共用ででできききななないいい薬剤ははは、本機のののOリリリンンングググををを劣化さささせせせ、
薬液洩れれれををを起こここしししままますすす。

重要 タタタンンンクククににに初めめめててて水ををを入れれれたたた時ははは、そそそののの状態でででははは
タタタンンンククク固定ベベベルルルトトトががが遊んんんでででいいいななないいいここことととををを確認しししてててくくくだだださささ
いいい。必要ににに応じじじててて締めめめ付けけけををを行っっってててくくくだだださささいいい。
1. 各ブームを開いて散布システム内部に残っている

コンディショナを排出する。
2. 平らな場所に駐車し、レンジセレクタをニュートラ

ル位置にし、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停
止させてキーを抜き取る。

3. タンクのドレンバルブが閉まっていることを確認
する。

4. 薬剤ラベルをよく読み、散布液の作成に必要な
水量を把握する。

5. タンクのふたを開ける。

注 ふたはタンク上部の中央にあります。開け
るには、ふたの前半分を左に回して上に開きま
す。この状態でストレーナを取り外すことができ
ます。閉める時には、ふたを閉じてから前半分
を右に回します。

6. 逆流防止補給口にホースをつなぎ、必要水量の
約 ¾ の水をタンクに入れる。

重要 タタタンンンクククにににははは必ずずずきききれれれいいいななな真水ををを先ににに入れれれててて
くくくだだださささいいい。空のののタタタンンンクククににに薬剤ののの原液ををを直接入れれれ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。

g239037

図 68

7. エンジンを始動し、PTO を接続し、ハンドスロッ
トルを装備している車両ではハンドスロットルを
セットする。

8. 攪拌スイッチを ON にする。
9. 薬剤ラベルに記載されている通りの適正量の薬
剤原液をタンクに入れる。

重要 水和剤ををを使ううう場合ははは、バババケケケツツツなななどどどででで一度泥
状ににに溶いいいてててかかからららタタタンンンクククににに投入しししてててくくくだだださささいいい。

10. 所定量の水をタンクに補給する。

注 効果的に撹拌を行うために、散布率の設定を
低く設定してください。
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タタタンンンククク固定ベベベルルルトトトののの点検
整備間隔: 使用するごとまたは毎日—タンク固定ベル

トの点検

重要 ベベベルルルトトトををを締めめめ付けけけすすすぎぎぎるるるととと、タタタンンンクククががが変形しししたたたりりりベベベ
ルルルトトトががが破断しししたたたりりりすすするるる可能性がががああありりりままますすす。
1. メインタンクに水を一杯に入れる。
2. タンクとタンク固定ベルトとの間に、たるみがで

きていないか点検する図 69。

g028263

図 69

1. 後側タンク固定ベルト 4. 前側タンク固定ベルト
2. ボルト 5. 機体正面
3. フランジロックナット

3. ベルトにゆるみがある場合には、ベルトの上部に
あるフランジロックナットとボルトを締めてベルトと
タンクとが面一になるようにする図 69。

注 タタタンンンククク固定ベベベルルルトトトををを締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注意
しししてててくくくだだださささいいい。

スススプププレレレーーーヤヤヤのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョ
ンンン設定ののの補正
マママシシシンンンののの準備ををを行ううう
注 初めて使用する前や、ノズルを交換したときなどに
は、スプレーヤの流量、速度、ブームバイパスの調整
を行う必要があります。
1. メインタンクに水を一杯に入れる。

注 各補正を全て行うのに十分な量の水がタンク
に入っていることを確認してください。

2. 左右の散布ブームを降下させる。
3. 保護設定を OFF にする インフォセンターの使い
方 (ページ 38)を参照。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの流量ののの基本設定
用意すすするるるもももののの ±0.1秒まで測定可能なストップウォッチ
と、最少目盛が50 ml あるメスシリンダー。

注 スススロロロッッットトトルルルロロロッッックククののの付いいいててていいいななないいいマママシシシンンン で流量の確
認を行う場合は2人で作業を行う必要があります。

スススプププレレレーーーシシシススステテテムムムののの準備
1. トランスミッションをニュートラルにセットする。

2. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

3. スプレーヤポンプを作動させ、攪拌をONにする。
4. 最大エンジン速度までアクセルペダルを踏み込

む。

5. 以下の手順でエンジン速度の確認調整を行う

• スロットルロックオプションを装備しししててていいいななないいい
車両の場合、1人が運転席でアクセルを踏ん
でエンジンを最大速度にする。

注 もう1人が、散布ノズルから水を採取する。
• スロットルロックオプションを装備しししててていいいるるる車
両の場合、アクセルを踏んでエンジンを最大
速度にしてスロットルロックをセットする;実際
の操作方法については該当車両のハンドス
ロットルキットの説明書を参照。

実測テテテススストトトををを行ううう
1. ブームスイッチ 3 つ全部とマスタースイッチを

ON にする。
2. メスシリンダーで散布液を受ける準備をする。

3. まず 2.75 bar 2.8 kg/cm² = 40 psi からスタートし
て水量を測定し、散布量調整スイッチを使って所
定の水量が得られるように調整する。

注 一回15秒間につき3つのサンプルを採取し、
それらの値の平均値を吐出水量とする。

ノノノズズズルルルののの
色

15秒間ののの吐出量ミミミリリリリリリッッッ
トトトルルル

15秒間ののの吐出量オオオンンンススス

黄 189 6.4

赤 378 12.8

茶 473 16.0

灰 567 19.2

白 757 25.6

青 946 32.0

緑 1,419 48.0

4. 所定の水量が出ることがテストで確認できたら、
管理者スイッチ散布率ロックスイッチを元通りの
設定に戻す。

5. マスターブームスイッチを OFF にする。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーののの設定方法
1. インフォセンターを操作して補正Calibration画面

にし、そこで流量補正FLOW CALを選択する。
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注 ホーム画面を選択すると、いつでも補正は
キャンセルされます。
A. インフォセンターの中央ボタンを2回押すとメ

ニューが表示される。
B. 右ボタンを押して補正calibrationメニューに

入る。
C. 流量補正FLOW CALを選択して、FLOW CAL

がハイライトされたら右ボタンを押して決定。
D. 次の画面で、補正に使用する水量ブームか

ら散布する予定の水量を入力する以下の
表を参照。

E. 右側の選択ボタンを押す。
2. プラス+ボタンとマイナス-ボタンを使って、下の表

から得られた流量を入力する。

ノノノズズズルルルののの色 リリリッッットトトルルル 米国ガガガロロロンンン

黄 42 11

赤 83 22

茶 106 28

灰 125 33

白 167 44

青 208 55

緑 314 83

3. マスターブームスイッチを 5分間 ONにする。
注 散布中、インフォセンターに散布量が表示
される。

4. 散布を5分間行ったら中央ボタンでチェックマーク
を選択する。

注 散布中に表示された水量が入力した予定水量
と等しくなっている必要はありません。

5. マスターブームスイッチを OFFにし、中央ボタンで
インフォセンター上のチェックマークを選択する。

注 以上で補正は終了です。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの速度ののの基本設定
1. 油圧タンクが満水であることを確認する。
2. 広い平らな場所に、45~152 mの走行コースを
設定する。

注 より正確な結果を得るには、152mのコースに
してください。

3. エンジンを始動し、車両をスタートラインにつけ
る。

注最も正確な測定を行うためには、タイヤの中心
がスタートラインの真上にくるようにしてください。

4. インフォセンターを操作して補正Calibration画
面にし、そこで速度補正Speed Calibrationを選
択する。

注 ホーム画面を選択すると、その時点で補正は
キャンセルされます。

5. インフォセンターの Next という矢印→を選択す
る。

6. プラス+ボタンとマイナス-ボタンを使って、作成し
たコースの長さをインフォセンターに入力する。

7. 車両のギアを一速にセットし、フルスロットルの状
態で、コースを真っ直ぐにゴールまで走行する。

8. ゴールラインで車両を止め、インフォセンター上
のチェックマークを選択する。

注 最も正確な測定を行うためには、ゴール手前
で走行速度をゆるめ、タイヤ前輪の中心がゴー
ルラインの真上にくるように停止してください。

注 以上で補正は終了です。

個別ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブののの
補正キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
スプレーヤを初めて使用する前や、ノズルを交換したと
きは必ず、スプレーヤの流量、速度、ブームバイパス
の調整を行う必要があります。

重要 こここののの作業ははは平坦ななな広いいい場所ででで行っっってててくくくだだださささいいい。
注 スススロロロッッットトトルルルロロロッッックククののの付いいいててていいいななないいいマママシシシンンン でブームバ
イパスの設定確認を行う場合は 2 人で作業を行う必
要があります。

マママシシシンンンののの準備ををを行ううう
1. 油圧タンクが満水であることを確認する。
2. トランスミッションをニュートラルにセットする。
3. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。
4. ブームスイッチを 3 つともONにセットするが、マ

スターブームスイッチはOFF位置にする。
5. ポンプスイッチを ONにして攪拌を開始させる。
6. 以下の手順でエンジン速度の確認調整を行う

• スロットルロックオプションを装備しししててていいいななないいい
車両の場合、1人が運転席でアクセルを踏ん
でエンジンを最大速度にする。

注 もう 1人が、ブームバイパスバルブの調
整を行う。

• スロットルロックオプションを装備しししててていいいるるる車
両の場合、アクセルを踏んでエンジンを最大
速度にしてスロットルロックをセットする;実際
の操作方法については該当車両のハンドス
ロットルキットの説明書を参照。

7. インフォセンターを操作して補正Calibration画面
にし、そこでテスト速度Test Speedを選択する。

注 ホーム画面を選択すると、その時点で補正は
キャンセルされます。

51
 



8. プラス+ボタンとマイナス-ボタンを使って、テス
ト速度として 5.6 km/h を入力し、ホームのアイ
コンを選択する。

ブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを調整すすするるる
1. レートスイッチを使って、下の表に従って散布率
投下水量を調整する。

ノノノズズズルルルののの散布レレレーーートトト表

ノノノズズズルルルののの色 SIメメメーーートトトルルル系 英語 タタターーーフフフ慣用単
位

黄 159L/ha 17 gpa 0.39 gpk

赤 319L/ha 34 gpa 0.78 gpk

茶 394L/ha 42 gpa 0.96 gpk

灰 478L/ha 51 gpa 1.17 gpk

白 637L/ha 68 gpa 1.56 gpk

青 796L/ha 85 gpa 1.95 gpk

緑 1,190L/ha 127 gpa 2.91 gpk

2. 左ブームを OFF にし、ブームバイパスバルブ図
70を使って、先ほどと同じ水圧一般的には 2.75
bar = 2.8 kg/cm² = 40 psiに調整する。

注 バイパスバルブについている水量目盛りは、
単なる目安のためのものです。

g028047

図 70

1. 個別ブームバイパスの調整ノブ

3. 左ブームをONにし、右ブームをOFFにする。
4. 右ブームバイパスバルブ 図 70 を使って、先ほ

どと同じ水圧一般的には 2.75 bar = 2.8 kg/cm²
= 40 psiに調整する。

5. 右ブームをONにし、中央ブームをOFFにする。
6. 中央ブームバイパスバルブ 図 70 を使って、先

ほどと同じ水圧一般的には 2.75 bar = 2.8 kg/cm²
= 40 psiに調整する。

7. 全部のブームを OFF にする。
8. ポンプを停止させる。

注 以上で補正は終了です。

攪拌バババルルルブブブとととマママスススタタターーーバババイイイパパパ
スススバババルルルブブブををを調整すすするるる

攪拌バババイイイパパパスススバババルルルブブブのののノノノブブブののの位置
• 攪拌バイパスバルブが全開位置図 71A。
• 攪拌バイパスバルブが閉(0)位置図 71B。
• 攪拌バイパスバルブが中間位置システム水圧に合
わせて調整された状態図 71C。

g214029

図 71

1. 開 3. 中間位置
2. 閉0

運転操作」ののの章ののの「攪拌バババイイイパパパススス
バババルルルブブブののの基本設定
整備間隔: 1年ごと

重要 こここののの作業ははは平坦ななな広いいい場所ででで行っっってててくくくだだださささいいい。
注 スススロロロッッットトトルルルロロロッッックククののの付いいいててていいいななないいいマママシシシンンン で攪拌バイ
パスバルブの確認を行う場合は2人で作業を行う必
要があります。

1. 油圧タンクが満水であることを確認する。

2. 攪拌コントロールバルブが開いていることを確認
する。何らかの調整が行われて全開になってい
ない場合には、ここで全開にする。

3. トランスミッションをニュートラルにセットする。

4. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動させる。

5. スプレーヤのポンプを作動させる。

6. 以下の手順でエンジン速度の確認調整を行う

• スロットルロックオプションを装備しししててていいいななないいい
車両の場合、1人が運転席でアクセルを踏ん
でエンジンを最大速度にする。

注 もう1人が、散布ノズルから水を採取する。
• スロットルロックオプションを装備しししててていいいるるる車
両の場合、アクセルを踏んでエンジンを最大
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速度にしてスロットルロックをセットする;実際
の操作方法については該当車両のハンドス
ロットルキットの説明書を参照。

7. 個別ブームスイッチ3つすべてを OFF にセット
する。

8. マスターブームスイッチを ON にセットする。
9. システム水圧を最大にセット。

10. 攪拌スイッチを OFFにして水圧計の読みを見る。
• 水圧計の読みが 6.9 bar で変化していなけれ
ば、攪拌バルブの基本設定は適切である。

• 水圧計の読みが変化していなければ、以下
の設定手順を行う。

11. 攪拌バルブの背面についている攪拌バイパスバ
ルブ図 72を使って、水圧計の読みが 6.9 bar に
なるように調整する。

g033583

図 72

1. 攪拌バイパスバルブ 2. マスターブームバイパス

12. ポンプスイッチをOFF位置に戻し、スロットルレ
バーをアイドル位置に戻し、始動スイッチを OFF
にする。

マママスススタタターーーブブブーーームムムバババイイイパパパスススバババルルルブブブををを調
整すすするるる
注 マスターブームバイパスバルブは、マスターブーム
スイッチがOFFのときに液剤タンクの攪拌ノズルに送る
液量を増減するためのバルブです。

1. 油圧タンクが満水であることを確認する。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. トランスミッションをニュートラルにセットする。

4. スプレーヤのポンプを作動させる。

5. 撹拌スイッチを ON位置にする。
6. マスターブームスイッチを OFF にセットする。
7. 以下の手順でエンジン速度の確認調整を行う

• スロットルロックオプションを装備しししててていいいななないいい
車両の場合、1人が運転席でアクセルを踏ん
でエンジンを最大速度にする。

注 もう1人が、散布ノズルから水を採取する。
• スロットルロックオプションを装備しししててていいいるるる車
両の場合、アクセルを踏んでエンジンを最大
速度にしてスロットルロックをセットする;実際
の操作方法については該当車両のハンドス
ロットルキットの説明書を参照。

8. マスターブームバイパスハンドルを使ってタンク内
の攪拌動作を調整する図 72。

9. スロットル速度をアイドリングにする。

10. 攪拌スイッチとポンプスイッチを OFF にセットす
る。

11. エンジンを停止する。

散布用のののポポポンンンプププののの搭載場所
散布用ポンプは車両の後部にあります (図 73)。

g239107

図 73
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運転中ににに
運転中ののの安全確認

安全上ののの全般的ななな注意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• 「薬剤の安全管理」で解説しているような適切な防
護服を着用してください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 運転士以外の乗員は 1人のみとしてください運転士
以外の乗員は必ず助手席に着席してください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• エンジンを始動する前に、運転席に座り、トランス
ミッションがニュートラル位置にあることを確認して
ください。

• 走行中は必ず着席してください｡可能な限り両手
でハンドルを握り、両手両足を車外に出さないで
ください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• バックする際には必ず後方を確認し、人がいないこ
とを確かめてください。バックはゆっくりと。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対に
散布作業をしないでください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどで運
転しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の近くな
ど路面が一定でない場所では必ず減速してくださ
い。車体が揺れると重心が移動し、運転が不安
定になります。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまず停止し、エンジンを止め、キーを抜
き取り、駐車ブレーキを掛け、機体の各部をよく点
検してください。異常を発見したら、作業を再開す
る前にすべて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• ぬれた場所、悪天候時、満載状態などでの運転に
は十二分の注意を払う。こうした条件下では停止
距離が長くなることを忘れずに。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体やマフ
ラーに触れないでください。これらの部分は高温に
なっており、触れると火傷を負う危険があります。

• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– トランスミッションをニュートラルにセットする。

– 散布用ポンプを停止させる。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• 落雷の危険がある時には運転しない。

• 弊社トロが認めた以外のアクセサリやアタッチメント
を使用しないでください。
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薬剤散布
マルチプロ WMの運転は、薬剤を作る、現場に散布
する、タンク内部を洗浄する、という3つの作業から成
り立っており、このつの作業を必ず連続して行っていた
だくことがスプレーヤの故障防止上非常に重要です。
つまり、前夜に薬液を作って翌日に散布するというよう
なことをしてはいけません。このようなことをすると、薬
液が分離分解するなどして効果が上がらない、散布装
置を損傷するなどの恐れがでてきます。

重要 タタタンンンクククにににつつついいいててていいいるるる水量マママーーークククはははおおおおおおよよよそそそののの目
安にににすすすぎぎぎずずず、正確ななな水量調整ににに使用すすするるるここことととはははでででききき
ままませせせんんん。

注意
農薬ははは人体ににに危険ををを及ぼぼぼすすす恐れれれがががあああるるる。
• 農薬ををを使ううう前ににに、農薬容器ににに張っっってててあああるるるラララベベベ
ルルルをををよよよくくく読みみみ、メメメーーーカカカーーーののの指示ををを全ててて守っっっててて
使用すすするるる。

• 農薬ををを皮膚ににに付けけけななないいいよよようううににに注意すすするるるこここととと。
万一付着しししたたた場合にににははは真水ととと洗剤ででで十分ににに洗
いいい落とととすすす。

• 作業にににあああたたたっっってててははは保護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、メメメーーーカカカーーー
ががが指定すすするるる安全対策ををを必ずずず実行すすするるる。

マルチプロ WMは耐久性が高く長い間お使い頂ける
散布車として製造されています。装置の性能と耐久性
を確保するために、それぞれの個所に応じて色々な
種類の素材を使用しております。残念ながら、散布装
置の使用目的すべてに完璧に合った材料というものは
存在しません。

散布する薬剤によっては、その化学的特性のために
装置を劣化させやすいものがあり、また、薬品同士が
様々な物質と化学作用を起こします。薬剤のタイプ水
和剤やチャコールなどによっては、装置を磨耗させや
すいものがあります。もし、侵食や磨耗を引き起こしに
くい種類や形態の薬剤を使うことが可能な場合は、そ
のような薬剤をお使いくださるようにお願いいたします。

また、散布作業後は、必ず車両と装置全体を十分に
洗浄してください。作業後の洗浄を確実に行うことに
より、寿命を延ばし、トラブルのない作業を続けるこ
とができます。

散布
スススプププレレレーーーヤヤヤののの使いいい方
重要 タタタンンンククク内部ののの薬剤ををを常ににに確実ににに分散さささせせせててておおおくくく
たたためめめににに、タタタンンンククク内部ににに薬液がががあああるるる間ははは常時攪拌ををを行っっっ
てててくくくだだださささいいい。攪拌ををを行うううたたためめめにににはははエエエンンンジジジンンンががが作動アアアイイイ
ドドドルルル以上ののの速度ででで回転ししし、PTOががが接続ささされれれててていいいるるる必
要がががああありりりままますすす。車両停止散布停止中ににに攪拌ををを行ううう場
合にににははは、シシシフフフトトトレレレバババーーーをををニニニュュューーートトトラララルルルにににししし、駐車ブブブレレレーーー
キキキををを掛けけけ、PTOををを接続ししし、ハハハンンンドドドスススロロロッッットトトルルル装着車ででで
はははハハハンンンドドドスススロロロッッットトトルルルをををセセセッッットトトしししままますすす。

注 以下の手順は、PTOが ON状態マニュアルタイプ
のHDシリーズで、個別ブームバルブのキャリブレー
ション基本調整が終了していることを前提として記述し
ています。
1. 各ブームを開く。
2. マスターブームスイッチを OFF にセットする。
3. 散布したいブームのスイッチを ON位置にする。
4. 現場へ移動する。
5. インフォセンターで散布率画面を呼び出し、以下

の手順で希望する散布率を入力する
A. ポンプのスイッチが ON位置にセットされて

いることを確認する。
B. マニュアルトランスミッションのHDシリーズで

は、希望するギアレンジにセットする。
C. 予定の散布速度で走行を開始する。
D. モニタが正確な散布率を表示していることを

確認する。必要に応じて、散布率スイッチを
操作して希望する散布率に合わせる。

E. 散布を行う現場へ戻る。
6. マスターブームスイッチを ON にして散布を開
始する。

注 タンク内の液量が減ってくると、液剤によって
は泡の発生が問題になることがあります。そのよ
うな場合には攪拌バルブを OFFにしてください。
消泡剤を利用してもよいでしょう。

7. 散布が終了したら、マスターブームスイッチを
OFF とし、全部の個別ブームを止め、PTO レ
バーを OFF にするマニュアルトランスミッション
のHDシリーズ。

停止モモモーーードドドででで作業中にににタタターーーフフフ
ををを傷つつつけけけななないいいたたためめめににに
重要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停止さささせせせたたた状態ででで作業中ににに、エエエンンンジジジ
ンンンやややラララジジジエエエタタターーー、マママフフフラララーーーなななどどどかかからららののの熱ががが原因でででタタターーーフフフ
ををを傷めめめてててしししまままううう可能性がががああありりりままますすす。停止モモモーーードドドとととははは、走
行しししななないいいででで撹拌だだだけけけををを行ううう、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手撒きききすすするるる、
歩行型ブブブーーームムムででで手撒きききすすするるるなななどどどををを言いいいままますすす。

以下の注意を守ってください
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• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期にはターフ
が大きなストレスを受けているので、ターフ上に停
止して散布するのは避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、タタターーーフフフののの上ににに停止
しししななないいいようにする。可能な限り、カートパスなどに
停車する。

• ターフ上に停車する時は、停車時間をををででできききるるるだだだけけけ
短くくくする。芝生へのダメージの程度は停車時間
と温度によって決まる。

• エンジンの回転速度をををででできききるるるだだだけけけ下げげげ、必要最小
限の水圧と水量で作業する。これにより、発熱をで
きるだけ小さくし、また冷却ファンからの熱風をゆる
やかにすることができる。

• 停止モモモーーードドドででで作業すすするるるととときききにににははは、エエエンンンジジジンンンののの熱がで
きるだけ上に逃げるように運転席を倒し車体上部に
通風領域を確保する。

散布ブブブーーームムムののの昇降操作
スプレーヤのコントロールパネルにあるブーム昇降ス
イッチを使うと、運転席に座ったままで左右のブーム
の昇降操作散布位置と移動走行位置の切り替えが
できます。ブームの昇降を行うときには、できるだけ
停車してください。

油圧昇降ロロロッッックククをををセセセッッットトトすすするるる
ブームの昇降を油圧で制御できるように、油圧昇降レ
バーをロック位置にセットする。
1. 油圧昇降レバーを前方に押す。

g255717

図 74
マニュアルタイプのワークマン

1. 前に押す 3. 油圧昇降ロック
2. 左へ動かす 4. 油圧昇降レバー

2. 油圧昇降ロックを左に動かしてロックをかける。

ブブブーーームムム位置ののの変更
以下の操作を行って、左右のブームを散布位置に下
降させてください。
1. 平らな場所に駐車する。
2. 左右のブームを下げるにはブーム昇降スイッチ

を使う。

注 左右の散布ブームが完全に散布位置に降り
るまで待つ。

散布作業を行い、その後、以下の操作を行って、左右
のブームを移動走行位置に上昇させてください。
1. 平らな場所に駐車する。
2. ブームセクションの昇降スイッチを使って、外側

のスプレーセクションの1つを上げる。
3. ブームセクションの昇降スイッチを使って、その他

の外側のスプレーセクションを上げる。
4. セクションを「X」形状のブームセクション搬送ク

レードルに完全に移動して輸送位置にし、昇降シ
リンダーが完全に格納されるまで上げる。

重要 ブブブーーームムムががが所定位置にににきききたたたらららブブブーーームムム昇降ススス
イイイッッッチチチかかかららら手ををを離しししてててくくくだだださささいいい。アアアクククチチチュュュエエエーーータタタががが
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ススストトトッッッパパパににに当たたたっっっててていいいるるるのののにににスススイイイッッッチチチををを押ししし続けけけ
るるるととと、油圧シシシリリリンンンダダダなななどどどががが破損しししたたたりりりすすするるる可能性
がががああありりりままますすす。

重要 移動走行中、低くくく垂れれれたたた木ののの枝なななどどどののの障
害物にににブブブーーームムムががが当たたたらららななないいいよよようううににに注意しししてててくくくだだだ
さささいいい。ブブブーーームムムががが当たたたるるるとととブブブーーームムムががが損傷すすするるる恐れれれ
がががああありりりままますすす。

重要 移動走行ををを行ううう場合ははは必ずずずブブブーーームムムをををX字型
ににに組んんんでででクククレレレーーードドドルルルにににセセセッッットトトしししてててくくくだだださささいいい。こここれれれ以
外ののの位置ででではははブブブーーームムムががが破損すすするるる恐れれれがががああありりりままますすす。

g467635

図 75
X 字状の移動走行位置

重要 昇降シシシリリリンンンダダダののの破損ををを防止すすするるるたたためめめににに、移動走
行ををを開始すすするるる前ににに、各アアアクククチチチュュュエエエーーータタタががが完全ににに引ききき込
まままれれれたたた状態ににになななっっっててていいいるるるのののををを確認しししてててくくくだだださささいいい。

散布作業のののヒヒヒンンントトト
• 二重散布にならないように注意して運転する。

• ノズルの詰まりに注意する。詰まっていたり、損傷
したノズルはすべて交換する。

• 停車する場合は、まずマスターブームスイッチで散
布を停止し、その後に走行を停止する。停止したら
ニュートラルエンジンロックを使って撹拌を続ける。

• 散布開始は車両が走行中に行う方が良い結果が
得られる。

• 散布率表示を時々確認するこの表示が大きく変わ
る場合、ノズルの散布能力と走行速度が合わなく
なっている可能性やシステムが正常に働いていな
い可能性がある。

作業中にににノノノズズズルルルががが詰まままっっったたたららら
作業中に詰まりを起こしたノズルは、以下の方法で詰
まりを取り除くことができます

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止させ、駐
車ブレーキを掛ける。

2. マスターブームスイッチを OFF とし、次いでポン
プスイッチを OFF にする。

3. 詰まっているノズルを外し、水を吹き付けたり歯
ブラシなどを使って清掃する。

4. ノズルを取り付ける。
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運転終了後ににに
運転終了後ののの安全確認
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• その日の散布作業が終了したら、まず車両の外側
を真水で十分に洗浄して液剤を落としてください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管･格納しないでください。

• 機体各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が十
分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

散布シシシススステテテムムムののの洗浄
重要 塩分ををを含んんんだだだ水ややや処理水ははは機体ののの洗浄ににに使用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

液剤タタタンンンクククののの内部清掃
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン

ジンを停止し、キーを抜き取る。
2. タンクのドレン･バルブは車両の右側にある図

76。

g208238

図 76

1. タンクドレンバルブ

3. タンクのドレンバルブを開いて残っている薬液をす
べて排出する (図 77)。

重要 廃液ははは法令やややメメメーーーカカカーーーののの指示ににに則っっっててて適切
ににに処分すすするるる。

g208237

図 77

1. バルブ閉じる 2. バルブ開

4. ドレンバルブを閉じる 図 77。

作業後ののの洗浄
重要 作業ががが終了しししたたたららら毎回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤををを洗浄
しししてててくくくだだださささいいい。こここれれれををを怠るるるととと、内部ににに残留しししててていいいるるる薬
剤ががが固まままっっってててララライイインンンののの詰まままりりりやややポポポンンンプププののの異常ののの原因ととと
なななりりりままますすす。

認証されているすすぎキットを使用しましょう。詳細に
ついては弊社代理店におたずねください。

散布システムは 一回使用すすするるるごごごとととににに洗浄してくださ
い。十分な洗浄を行うために、以下をお守りください

• すすぎ洗いを3回別々に行う。
• 薬剤メーカーが指示をしている場合には、その指示
に従ってクリーナや中和剤を使用する。

• 最後のののすすぎ洗いは、純粋な真水クリーナや中
和剤を使用しないを使って行う。

1. タンクに少なくとも 190 リットルの水を入れてふ
たを閉める。

注 必要に応じて洗浄剤や中和剤を使用してくだ
さい。ただし、最後のすすぎには真水で行って
ください。

2. 各ブームを開いて散布状態にセットする。

3. エンジンを始動し、ポンプスイッチを ON 位置
にする。

4. 次に、スロットルをやや高めの位置にセット。

5. 攪拌スイッチを ON にし、散布率スイッチで水
圧を上げる。

6. マスターブームスイッチと個別ブームスイッチを
ON にして散布を開始する。

7. タンク内部の水が全部ノズルから放出されるまで
その場で散布を行う。

8. その間に、ノズルの散布パターンを点検する。

9. マスターブームスイッチを OFF位置とし、ポンプ
を停止、エンジンを停止させる。
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10. 上記1から9までの作業を少なくともあと 2回繰り
返して、システム内部を完全に洗浄する。

重要 スススプププレレレーーーヤヤヤののの内部ををを完全ににに洗浄すすするるるたたためめめ
ににに、こここののの洗浄ははは必ずずず回行っっってててくくくだだださささいいい。

11. 吸い込みフィッティングと水圧フィルタを洗浄す
る 取水部フィルタの清掃 (ページ 59)と圧力フィ
ルタの清掃 (ページ 59)を参照。

重要水和剤ををを使用しししててていいいるるるととときききははは、タタタンンンクククににに液剤
ををを準備すすするるるごごごとととにににススストトトレレレーーーナナナををを洗浄しししてててくくくだだださささいいい。

12. ホースと水とでスプレーヤの外側を洗浄する。

13. ノズルを外して手で洗浄する。磨耗したり破損し
たりしているノズルは交換する。

取水部フフフィィィルルルタタタののの清掃
整備間隔: 使用するごとまたは毎日—取水部フィルタを

清掃する。取水部フィルタを清掃す
る水和剤使用時にはひんぱんな清
掃が必要となります。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タンク上部で、フィルタハウジングからの太いホー
スについているフィッティングを固定しているリ
テーナを外す 図 78。

g033577

図 78

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. フィルタハウジングからホースとフィッティングを
取り外す図 78。

4. フィルタハウジングタンク内部からストレーナを
取り出す図 79。

g033578

図 79

1. スクリーンベーン 2. 取水部ストレーナ

5. フィルタを水で洗浄する。

重要 フフフィィィルルルタタタががが破損しししててていいいるるる場合ややや清掃ででできききななないいい
場合ははは交換しししてててくくくだだださささいいい。

6. フィルタハウジングにフィルタをきちんと取り付
ける。

7. ホースとホースフィッティングをフィルタハウジング
に元通りに取り付け、ステップ 2で取り外したリ
テーナを使って固定する。

圧力フフフィィィルルルタタタののの清掃
整備間隔: 使用するごとまたは毎日—圧力フィルタを清

掃する。圧力フィルタを清掃する水
和剤使用時にはひんぱんな清掃が
必要となります。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. 圧力フィルタの下に受け容器をおく図 80。
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g033582

図 80

1. フィルタのヘッド 4. ガスケットドレンプラグ

2. ガスケットボウル 5. ドレンキャップ

3. フィルタのエレメント 6. ボウル

3. 圧力フィルタのボウルについているドレンキャップ
を左に回して外す図 80。
注 ボウルから液が完全に抜けるのを待つ。

4. ボウルを左に回してフィルタヘッドを外す図 80。
5. 圧力フィルタエレメントを外す図 80。
6. フィルタを水で洗浄する。

重要 フフフィィィルルルタタタががが破損しししててていいいるるる場合ややや清掃ででできききななないいい
場合ははは交換しししてててくくくだだださささいいい。

7. ドレンプラグのガスケットボウルの内側とボウルの
ガスケットフィルタヘッドの内側に傷や破損がな
いか点検する図 80。
重要 プププラララグググ用もももボボボウウウルルル用ももも、磨耗しししたたたりりり破損しししたたた
りりりしししててていいいるるるガガガスススケケケッッットトトははは交換しししてててくくくだだださささいいい。

8. 圧力フィルタエレメントをフィルタヘッドに取り付
ける図 80。
注 フィルタエレメントがヘッドに密着しているこ
とを確認してください。

9. フィルタヘッドにボウルを取り付けて手締めする
図 80。

10. ボウルの底部のフィッティングにドレンキャップを
取り付けてキャップを手締めする図 80。

ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタののの清掃
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン

プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。
2. タレットからノズルを外す図 81。

g209504

図 81

1. タレット 3. ノズル

2. ノズルフィルタ

3. ノズルフィルタを取り外す図 81。
4. ノズルフィルタを水で洗浄する。

重要 フフフィィィルルルタタタががが破損しししててていいいるるる場合ややや清掃ででできききななないいい
場合ははは交換しししてててくくくだだださささいいい。

5. ノズルフィルタを取り付ける図 81。

注 フィルタは奥まで完全に差し込んでください。
6. タレットにノズルを取り付ける図 81。
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コココンンンデデディィィシシショョョナナナ保護剤ををを循環
さささせせせるるる
整備間隔: 使用後毎回—その日の散布作業の最後

に、散布システム内部にコンディショ
ナを循環させます。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナにににつつついいいてててののの仕様
コココンンンデデディィィシシショョョナナナにににつつついいいてててののの仕様防錆材を配合したプロピ
レングリコール系の「無毒RV不凍液」

重要 必ずずず防錆材入りりりのののプププロロロピピピレレレンンングググリリリコココーーールルルををを使用
しししてててくくくだだださささいいい。
新しししいいいプププロロロピピピレレレンンングググリリリコココーーールルルををを使っっってててくくくだだださささいいい。エエエチチチレレレンンン
グググリリリコココーーールルル系ののの不凍液ははは使用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。
プププロロロピピピレレレンンングググリリリコココーーールルルにににアアアルルルコココーーールルルメメメタタタノノノーーールルル、エエエタタタノノノーーー
ルルル、イイイソソソプププロロロパパパノノノーーールルルややや塩水ををを添加しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナののの準備
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン

ジンを停止させ、キーを抜き取る。

2. 以下のようにして、コンディショナをタンクに入れる
• そのまま使えるプレミックスタイプのプロピレ
ングリコール RV不凍液は、液剤タンクに 38
リットル投入する。

• 濃縮タイプのプロピレングリコール RV不凍液
の場合は、以下の作業を行う

A. 所定濃度に薄めたプロピレングリコール
RV不凍液を液剤タンクに 38 リットル投
入する。メーカーの指示に従って、凍結
防止温度が少なくとも -45°C (-50°F) とな
るように濃度を調整する。

重要 必ずずず真水ををを使用しししてててくくくだだださささいいい。
B. エンジンを始動し、散布ポンプスイッチを

ON 位置にする。
C. アクセルペダルを踏み込んでエンジン速

度を上げる。

D. 撹拌スイッチを ON位置にする。
そのまま約3分間かけてコンディショナ液
をシステム内部に循環させる。

コココンンンデデディィィシシショョョナナナののの排出
用意すすするるるもももののの透明な回収容器
1. 薬剤取扱い専用エリアに停車して駐車ブレーキ

を掛ける。

2. 左右の外側ブームを降下させる。

3. 左右と中央のブームスイッチ 3つ全部とマスター
スイッチを ON にする。

4. 散布システム内部からコンディショナが完全に散
布されてしまうのを待つ。

注 ほとんどのプロピレングリコール RV不凍液は
ピンク色に着色されています。数か所のノズル
から、コンディショナを回収容器に採取して状態
を観察する。

5. 散布が終了したら、マスターブームスイッチ、個
別ブームスイッチ、攪拌スイッチ、散布ポンプス
イッチを OFF とし、エンジンを停止させてキー
を抜き取る。

緊急時ののの移動方法にににつつついいいててて
緊急時の牽引方法などについては、それぞれのワー
クマン車両の オペレーターズマニュアルを参照してく
ださい。

重要 左右のののブブブーーームムムをををそそそれれれぞぞぞれれれのののクククレレレーーードドドルルルににに縛りりり付
けけけててて固定すすするるる。
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保守
注 www.Toro.comから、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

注 前後左右は運転位置からみた方向です。

保守作業時ののの安全確保
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。
– トランスミッションをニュートラルにセットする。
– 駐車ブレーキを掛ける。
– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。
• 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。
• 許可を受けた有資格者以外には、この車両の保
守、修理、調整、点検などの作業をさせないで
ください。

• 保守整備作業は、必ず機体を十分に洗浄し、すす
いでから行ってください薬剤の安全管理の章を参
照。

• この散布装置で取り扱う農薬は人体や動植物、土
壌などに危険を及ぼす可能性があるので取り扱い
には十分注意してください。
– 自分自身の安全を守るために、農薬を取り扱
う前に、容器に張ってあるラベルや安全データ
シートSDSなど取り扱い上の注意をよく読んで理
解し、薬剤メーカーの指示を守りましょう。

– 農薬の近くにいる時は常に自分の皮膚に薬剤を
付着させないように注意しましょう。薬剤との接
触を防止し危険から身を守ることのできる適切な
防具PPEを着用してください。具体的には
◊ 安全めがねやゴーグル、フェースシールド
◊ 防護服
◊ 呼吸器やフィルタ付きマスク
◊ 薬剤耐性手袋
◊ ゴム長靴または頑丈な防水靴
◊ 清潔な着替え、石鹸、使い捨てタオル

– 安全確保に必要な情報が手に入らない場合に
は、この装置の運転を拒否してください。

– 周囲に人や動物、特に子供いるときには農薬の
調整や機材の洗浄などを行わないでください。

– 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行ってく
ださい。

– いつでも、特に液剤タンクに薬液を作るときに
は、真水を手元に用意してください。

– 薬剤を取り扱い中や近くで作業中は、飲食や喫
煙をしないでください。

– 散布ノズルを洗浄するとき口で吹いたり、口に
含んだりしないでください。

– 農薬を取り扱う作業が終了したら、直ちに手足
や露出部をよく洗ってください。

– 薬剤や薬剤から発生する蒸気は危険です。絶
対に、タンクの中に入ったり、頭を入れたり、タ
ンクの上に顔をさらしたりしないでください。

• ねじ類は十分に締めつけ、常に機械全体の安全を
心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分なグ
リス、薬剤、草や木の葉、ほこりなどを溜めない
ようにご注意ください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければなら
ない時は、手足や頭や衣服をローラや可動部に近
づけないように十分ご注意ください。また、無用の
人間を近づけないようにしてください｡

• 車両の走行速度を調整しないでください。トロの正
規代理店で走行速度検査を受け、安全性と精度を
確認しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や技術的な援助が
必要な時は、Toro正規代理店にご相談ください。

• 車両の改造を行うと、機械の挙動や性能、耐久性
などが変化し、そのために事故が起きる可能性が
あります。このような使い方をすると製品保証が
適用されなくなります。

• 機体の下で作業する場合には、必ずジャッキスタン
ドで機体を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。
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推奨ささされれれるるる定期整備作業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用するごとまたは毎日
• タンク固定ベルトの点検
• 取水部フィルタを清掃する。
• 圧力フィルタを清掃する。

使用後毎回 • その日の散布作業の最後に、散布システム内部にコンディショナを循環させます。

50運転時間ごと • ポンプのグリスアップを行う。

100運転時間ごと • ブーム蝶番のグリスアップを行う。

200運転時間ごと
• ホースとその接続部すべてについて破損の有無と接続状態の点検を行う。
• フローメータを洗浄する （水和剤を使用しているときには間隔を短くする）。

400運転時間ごと

• バルブアセンブリのOリングを点検し、必要に応じて交換する。
• 取水部フィルタを交換する。
• 圧力フィルタを交換する。
• ポンプのダイヤフラムを点検し、必要に応じて交換する。
• ポンプのチェックバルブを点検し、必要に応じて交換する。
• ナイロン製ピボットブッシュの点検を行う。

1年ごと
• 攪拌バイパスバルブの基本設定
• スプレーヤ内部を真水で洗う。

重要 上記以外ののの保守にににつつついいいてててははは車両のののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルとととエエエンンンジジジンンンのののマママニニニュュュアアアルルルををを参照しししてててくくくだだださささいいい。
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始業点検表
このページをコピーして使ってください。

第 週点検項目

月 火 水 木 金 土 日

ブレーキと駐車ブレーキの作動状態。

ギアシフト/ニュートラルの操作。

燃料残量を確認する。

タンクに水を入れる前にエンジンオイルの
量を点検する。

タンクに水を入れる前にトランスアクスルオ
イルの量を点検する。

タンクに水を入れる前にエアクリーナのフィ
ルタを点検する。

タンクに水を入れる前にエンジンの冷却
フィンを点検する。

エンジンからの異常音。

運転操作時の異常音。

タイヤ空気圧。

オイル漏れがないか点検する。

計器類の動作。

アクセルの作動状態を点検する。

取水部ストレーナ。

トーインの点検。

各グリス注入部のグリスアップを行う。1

塗装傷のタッチアップ。

1 車体を水洗いしたあとは整備間隔ににに関係なななくくく直ちにグリスアップする。

要注意個所ののの記録
点検担当者名

内容 日付 記事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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整備前ににに行ううう作業
注意

始動スススイイイッッッチチチにににキキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、誰
でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始動さささせせせるるるここことととがががでででききき、
危険ででであああるるる。

整備・・・調整作業ののの前にににははは必ずずず始動スススイイイッッッチチチかかからららキキキーーー
ををを抜きききとととりりり、さささらららにににバババッッッテテテリリリーーーかかからららマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルル
ををを外しししててておおおくくくこここととと。バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルががが絶対ににに端
子ににに触れれれるるるここことととのののななないいいよよよううう、確実ににに隔離すすするるるこここととと。

整備のののたたためめめのののアアアクククセセセススス

タタタンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリををを上昇さささせせせるるる

危険
スススプププレレレーーーヤヤヤのののタタタンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリははは重量がががあああるるるのののででで
危険ででであああるるる。取りりり付けけけ時ややや取りりり外ししし時ににに適切ななな保
持ををを行わわわななないいいととと落下すすするるるなななどどどしししててて人身事故とととなななるるる
恐れれれがががあああるるる。

取りりり付けけけ時ややや取りりりはははずずずししし時なななどどどタタタンンンクククががが台ににに固定さささ
れれれててていいいななないいい時ははは、ホホホイイイススストトトなななどどどででで上かかかららら吊っっっててて保
持すすするるるこここととと。

タンクアセンブリを吊り上げてエンジンなどの車両主要
部へのアクセスを確保することができます。重量をよ
り均等に配分するため、ブームエクステンションを前
に折りたたんでください。
1. 液剤タンクを空にする。
2. 平らな場所に駐車する。
3. ブーム昇降スイッチを使ってブームエクステンショ

ンを約45°の角度に上げる。
4. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止させ、キー

を抜き取る。
5. バッテリーの接続を外す。
6. タンク台の前部から、安全ボルトを取り外す図

82。

g022366

図 82

1. ボルト½ x 1½" 2. ロックナット½"

7. センターコンソールハーネスをメインハーネスか
ら切り離し、メインハーネスの配線を外してたる
みをとる。

8. ブームエクステンションを前方向に折り畳み、
後ろに開いてしまわないよう、タンクに沿って固
定する。

9. 昇降シリンダが完全に伸びきるまでタンクアセ
ンブリを上昇させる。

10. ROPS パネルの後ろについている保管用ブラ
ケットから荷台サポート安全サポートを取り外す
図 83。

g002397

図 83

1. 安全サポート

11. サポートをシリンダロッドにはめ込み、サポートの
端部でシリンダバレルの端と昇降シリンダのロッ
ドの端を確実に支える図 84。

g009164

図 84

1. 安全サポート 3. 荷台
2. シリンダバレル
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タタタンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリををを下降さささせせせるるる
1. タンクアセンブリを下げてもよい状態になったら、
安全サポートを取り外して元の位置ROPSパネル
後ろ保管用ブラケットに収納する。

重要 安全サササポポポーーートトトをををシシシリリリンンンダダダににに取りりり付けけけたたたままままままででで
タタタンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリををを下げげげよよようううとととしししななないいいこここととと。

2. シリンダを縮めて慎重にタンクを降下させる。

3. タンクアセンブリを固定する前方のボルトを取り
付ける。

4. ブームエクステンションを後方に開く。

5. ブーム昇降スイッチを使ってブームエクステンショ
ンを移動走行位置に上げる。

6. メインハーネスのたるみをとるように配線し、それ
をセンターコンソールハーネスに接続する。

潤滑
スススプププレレレーーーヤヤヤポポポンンンプププのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整備間隔: 50運転時間ごと

グググリリリスススののの種類 Mobil XHP 461
1. 散布用ポンプのグリス注入部を探し出す。

注 ポンプは車両の後部にあります。

g208179

図 85

1. スプレーヤのポンプ 2. グリスフィッティング

2. リモートグリスフィッティング2個をきれいに拭く。
3. 各リモートグリスフィッティングにグリスを注入す

る。

4. はみ出したグリスはふき取る。
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ブブブーーームムム蝶番のののグググリリリスススアアアッッップププ
整備間隔: 100運転時間ごと

重要 ブブブーーームムムののの蝶番ををを水洗いいいしししたたた場合にににははは、蝶番アアア
セセセンンンブブブリリリかかかららら水ととと異物ををを完全ににに除去ししし、新しししいいいグググリリリススス
ををを塗っっってててくくくだだださささいいい。

グググリリリスススののの種類No. 2汎用リチウム系グリス
1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッティン

グをきれいに拭く｡

2. グリスガンでグリスを注入する図 86。

g002014

図 86
右ブーム

1. グリスフィッティング

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 各ブームピボットについて上記の作業を行う。

電気系統ののの整備
電気系統ににに関すすするるる安全確保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続
を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接
続や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから
抜いておいてください。

• また、安全な服装を心がけ、工具は確実に絶縁さ
れたものを使ってください。

ヒヒヒュュューーーズズズののの交換
スプレーヤシステムのヒューズブロックは、車両の
ヒューズブロックの一番端にあります。切れている
ヒューズを、同じタイプ、同じ電流値のヒューズに交換
してください。

g362157

図 87

1. 7.5ATEC コントローラスプ
レーヤ電源とすすぎポンプ
リレー

4. 7.5ATEC コントローラ出力

2. 30A タンクすすぎ 5. 10A スイッチ付き電源
3. 2ATECコントローラロジック 6. 15A スプレーヤブーム
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散布系統ののの保守
ホホホーーースススののの点検
整備間隔: 200運転時間ごと

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方

散布系統の各ホースを点検し、割れ、漏れその他の
破損が発生していないか調べてください。同時に、接
続部やフィッティングも点検してください。破損している
ホースやフィッティングは交換してください。

取水部フフフィィィルルルタタタののの交換
整備間隔: 400運転時間ごと

注 散布作業に合った取水部フィルタのメッシュサイズを
調べる 取水部フィルタの選択 (ページ 46)を参照。
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン

プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タンク上部で、フィルタハウジングからの太いホー
スについているフィッティングを固定しているリ
テーナを外す 図 88。

g033577

図 88

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. フィルタハウジングからホースとフィッティングを
取り外す図 88。

4. フィルタハウジングタンク内部から古いフィルタを
取り出す図 89。

注 外した古いフィルタは廃棄する。

g033578

図 89

1. スクリーンベーン 2. 取水部フィルタ

5. 新しいフィルタをハウジングに取り付ける。

注 フィルタは奥まで完全に差し込んでください。
6. ホースとホースフィッティングをフィルタハウジング

に元通りに取り付け、ステップ 2で取り外したリ
テーナを使って固定する。

圧力フフフィィィルルルタタタののの交換
整備間隔: 400運転時間ごと

注 散布作業に合った圧力フィルタのメッシュサイズを調
べる 圧力フィルタの選択 (ページ 47)を参照。
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン

プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. 圧力フィルタの下に受け容器をおく図 90。
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g033582

図 90

1. フィルタのヘッド 4. ガスケットドレンプラグ

2. ガスケットボウル 5. ドレンキャップ

3. フィルタのエレメント 6. ボウル

3. 圧力フィルタのボウルについているドレンキャップ
を左に回して外す図 90。

注 ボウルから液が完全に抜けるのを待つ。
4. ボウルを左に回してフィルタヘッドを外す図 90。
5. 古い圧力フィルタエレメントを外す図 90。

注 外した古いフィルタは廃棄する。
6. ドレンプラグのガスケットボウルの内側とボウルの

ガスケットフィルタヘッドの内側に傷や破損がな
いか点検する図 90。

注 プラグ用もボウル用も、磨耗したり破損したり
しているガスケットは交換してください。

7. 新しい圧力フィルタエレメントをフィルタヘッドに取
り付ける図 90。

注 フィルタエレメントがヘッドに密着しているこ
とを確認してください。

8. フィルタヘッドにボウルを取り付けて手締めする
図 90。

9. ボウルの底部のフィッティングにドレンキャップを
取り付けてキャップを手締めする図 90。

ノノノズズズルルルフフフィィィルルルタタタののの交換
注散布作業に合ったノズルフィルタのメッシュサイズを調
べる ノズル部フィルタの選択任意 (ページ 47)を参照。
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン

プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. タレットからノズルを外す図 91。

g209504

図 91

1. タレット 3. ノズル

2. ノズルフィルタ

3. 古いノズルフィルタ図 91を外す。

注 外した古いフィルタは廃棄する。
4. 新しいノズルフィルタを取り付ける図 91。

注 フィルタは奥まで完全に差し込んでください。
5. タレットにノズルを取り付ける図 91。
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スススプププレレレーーーヤヤヤのののポポポンンンプププののの点検
整備間隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方—ポンプのダイヤフラムを点
検し、必要に応じて交換する。 代理
店に連絡する。

400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方—ポンプのチェックバルブを点検し、必要に応
じて交換する。 代理店に連絡する。

注以下の構成機器は消耗機材であり通常の使用によっ
て劣化磨耗しますので、製造上の瑕疵が明らかな場合
を除き、このマシンの製品保証の対象にはなりません。

弊社代理店に依頼して、以下の項目についてポンプの
内部点検を行ってください

• ポンプのダイヤフラム

• ポンプのチェックバルブアセンブリ

必要に応じて部品の交換を行ってください。

ナナナイイイロロロンンン製ピピピボボボッッットトトブブブッッッシシシュュュののの
点検
整備間隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、ポン
プとエンジンを停止し、始動キーを抜き取る。

2. ブームを散布位置に展開し、スタンドに載せるか
上から吊るかして、ブームを支える。

3. ピボットピンを固定しているボルトとナットを外して
ピンを取り外す図 92。

g242083

図 92

1. ナイロンブッシュ 4. エンド端部チャネル部材セ
ンターフレーム

2. ピボットブラケット 5. フランジボルト

3. フランジロックナット 6. ピボットピン

4. センターフレームのエンドチャネルからブーム &
ピボットブラケットアセンブリを取り外すとナイロン
製ブッシュが見える。

5. ナイロンブッシュを取り外し、ピボットブラケットの
前面および後面側から見て点検する 図 92。

注 摩耗・破損しているブッシュは交換する。
6. 各ナイロンブッシュに少量のオイルを塗ってピボッ

トブラケットに取り付ける図 92。
7. ピボットブラケットの穴を、エンドチャネルの穴に
合わせる図 92。

8. ピボットピンを取り付け、ステップ3で取り外したフ
ランジボルトとフランジロックナットで固定する。

9. 反対側のブームについても、ステップ2-8の作
業を行う。
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ブブブーーームムムををを水平ににに調整すすするるる
左右のブームを水平に維持するためには、中央ブー
ムについているアクチュエータを、以下の手順で調
整します

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボットピンからコッターピンを抜き取る図 93。

g013780

図 93

1. アクチュエータ 4. コッター

2. アクチュエータロッド 5. ピン

3. ブームピボットピンのハウ
ジング

3. ブームを持ち上げて、ピンを外し図 93、ブーム
をゆっくりと床面に降ろす。

4. ピンが破損していないか点検し、必要に応じて
交換する。

5. アクチュエータロッドの平たい面にスパナをあて
がって回転しないように押さえ、ジャムナットを
ゆるめて、アイレットロッドを調整できるようにす
る図 94。

g014220

図 94

1. アクチュエータロッドの平た
い面

5. 調整する

2. ジャムナット 6. この姿勢で締め付ける
3. アイレット 7. ジャムナットを締めて調整

を固定した状態
4. ジャムナットゆるめた

6. アイレットロッドを回転させてアクチュエータを希望
の長さに調整する図 94。

注 ブームにロッドを組み付けるためには、アイ
レットロッドを半回転または全回転させる必要が
あります。

7. 希望通りの位置に設定できたら、ジャムナットを締
めてアクチュエータとアイレットロッドを固定する。

8. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュエータ
ロッドに整列させる。

9. ブームを支えながら、ブームのピボットとアクチュ
エータロッドにピンを通す(図 93)。

10. ピンを入れた状態で、ブームから手を離し、先ほ
ど外したコッターを使ってピンを固定する。

11. 必要に応じ、各アクチュエータロッドベアリングに
ついて上記の作業を行う。
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洗浄
重要 塩分ををを含んんんだだだ水ややや処理水ははは機体ののの洗浄ににに使用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

フフフロロローーーメメメーーータタタののの洗浄
整備間隔: 200運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達

した方 水和剤を使用しているときに
は間隔を短くする。

1. 内部を十分に手順は以下の通りですすすぎ、
完全に排水する。

2. スプレーヤからフローメータを外し、真水で洗
浄する。

3. 上流側のリテーナリングを外す図 95。

g214630

図 95

1. フランジフローメータのボ
ディ

7. 上流のハブとベアリング
キー溝が上向き

2. 下流のハブキー溝が上向き 8. タービンスタッド

3. リテーナリング 9. ワイヤハーネスのクランプ

4. 下流の矢印フローメータの
ボディ

10. フランジヘッドねじ

5. 上流 11. センサーアセンブリ

6. ロータ/マグネット

4. タービンとタービンハブをていねいに洗浄し、金
属粉や展着剤を十分に除去する。

5. タービンのブレードの磨耗状態を観察する。

注 タービンを手で持って回転させてみる。ほと
んど抵抗なく自由に回転すれば問題ない。軽く
回転しない場合には交換する。

6. フローメータを組み付ける。
7. 低圧0.34Barのエアで吹いてタービンが抵抗なく
回転することを確認する。

注 軽く回転しない場合には、タービンハブの一
番下にある 6角ボルトを 1/16回転ずつゆるめて
自由に回転できるようにする。

保管
格納保管時ののの安全
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。
– 散布用ポンプを停止させる。
– 駐車ブレーキを掛ける。
– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。
– 調整、整備、清掃、格納などは、車両が十分
に冷えてから行ってください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管･格納しないでください。

格納保管ののの準備
短期間ののの格納
30日未満
以下の作業を実施する
1. 洗浄 (ページ 72)
2. 散布システムの格納前準備作業 (ページ 72)
3. 散布システムの格納前洗浄 (ページ 73)

車体ののの外側ののの洗浄
重要 塩分ををを含んんんだだだ水ややや処理水ははは機体ののの洗浄ににに使用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、散
布ポンプとエンジンを停止し、キーを抜き取り、
可動部が完全に停止したのを確認する。

注 マニュアルトランスミッションの HD シリーズや
HDX シリーズでは、PTOを解除する。

2. エンジンのシリンダヘッドや冷却フィン、ブロアハ
ウジングをふくめた車両全体を洗浄する。

重要 機体ははは中性洗剤ととと水ででで洗うううここことととがががででできききままま
すすす。たたただだだししし高圧洗浄器ははは使用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。
高圧ののの水ででで洗浄すすするるるととと電気系統やややグググリリリススス部へへへ水
ががが浸入すすするるる恐れれれがががああありりりままますすす。まままたたた、コココンンントトトロロローーールルル
パパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイドドド、エエエンンンジジジンンン、バババッッッテテテリリリーーー部ににに
大量ののの水をををかかかけけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。

散布シシシススステテテムムムののの格納前準備作業
1. 薬剤排出処理場に駐車し、駐車ブレーキを掛

け、スプレーポンプを停止し、エンジンを停止
し、キーを抜き取り、可動部が完全に停止した
のを確認して運転席を離れる。

2. 真水タンクのコックを開いた状態にする。
3. 液剤タンクからできるだけ完全に液を抜く。
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4. 非アルコール系の防錆不凍液を用意する コンディ
ショナの準備 (ページ 61)を参照。

5. 図 96のように、押し嵌めフィッティングから水圧
検知チューブを外す。

g362136

図 96

1. 押し嵌めフィッティング 2. 圧力計のチューブ

6. エンジンを掛け、左右のブームを降下させる。

散布シシシススステテテムムムののの格納前洗浄
1. 散布用ポンプを数分間運転して不凍液を配管
内部および搭載されているアクセサリの内部に
循環させる。

2. 個別ブームスイッチ左、右、中央を全て ON に
する。

3. マスターブームスイッチを ON にして以下を確
認する
• 圧力計から外したチューブから不凍液が流れ
出してくるのを確認する。

• 各ブームから不凍液が散布されるのが確認で
きるまで散布を行う。

4. マスターブームスイッチを OFF にする。
5. ポンプスイッチを OFF位置に戻す。
6. ブーム昇降スイッチでブームを上昇させる。
各ブームが完全に上昇して移動走行用クレードル
に収まり、シリンダが完全に縮んでブームがX字
型にたたまれたことを確認する。

注 アクチュエータのロッドの破損を防止するた
め、ブームシリンダが完全に縮んでいるのを確認
してください。

7. エンジンを停止する。

8. 液剤タンクからできるだけ完全に液を抜く。

長期間ののの格納
30日以上
1. グリスアップを行う潤滑 (ページ 66)を参照。
2. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け

や交換、修理を行う。

注 摩耗した部品や破損した部品はすべて修理
または交換する。

3. 全部の散布ホースを点検する。

注 摩耗した部品や破損したホースはすべて修理
または交換する。

4. ホースのフィッティングを確実に締め付ける。

5. 表面のキズや塗装のはがれているところには再
塗装を行う塗料は代理店にて入手可能。

6. 必要な場合は、車両の長期格納準備を行う車両
のオペレーターズマニュアルを参照。

7. 汚れていない乾燥した場所で保管する。

8. 機体にはカバーを掛けておく。
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保管後ののの再使用前ののの準備
1. 水圧検知チューブを押し嵌めフィッティングに取り
付ける。奥までしっかり差し込むこと図 97。

g362136

図 97

1. 押し嵌めフィッティング 2. 圧力計のチューブ

2. 真水タンクのコックを閉じる

3. 燃料タンクに燃料を入れる。

4. 車両の整備を行う車両のオペレーターズマニュ
アル を参照。

スススプププレレレーーーヤヤヤとととタタタンンンクククスススキキキッッッドドド外
すすす時ののの手順
吊りりり上げげげ装置ににに必要ななな能力: 408 kg

危険
スススプププレレレーーーヤヤヤのののタタタンンンクククアアアセセセンンンブブブリリリははは重量がががあああるるるのののででで
危険ででであああるるる。取りりり付けけけ時ややや取りりり外ししし時ににに適切ななな保
持ををを行わわわななないいいととと落下すすするるるなななどどどしししててて人身事故とととなななるるる
恐れれれがががあああるるる。

取りりり付けけけ時ややや取りりりはははずずずししし時なななどどどタタタンンンクククががが台ににに固定さささ
れれれててていいいななないいい時ははは、ホホホイイイススストトトなななどどどででで上かかかららら吊っっっててて保
持すすするるるこここととと。

セセセンンンタタターーーコココンンンソソソーーールルルののの準備
1. バッテリーの端子からケーブルを外す; 6バッテ

リーの接続を外す (ページ 15)を参照。
2. 車両についているスプレーヤ用のヒューズブロッ

クを車両量のヒューズブロックから外し、これら
2つのヒューズブロックを繋いでいる配線を外す;
11 スプレーヤ用のヒューズブロックを取り付け
る (ページ 20)を参照。

3. Jクリップからワイヤハーネスを取り外す; スプレー
ヤ用の後方電装ハーネスをコントロールコンソー
ルまで敷設する (ページ 19)を参照。

4. コンソールの下にあるハンドノブをゆるめ、ヘアピ
ンを外す コントロールコンソールを機体に取り付
ける (ページ 18)を参照。

5. スプレーヤ用のヒューズブロックを車両のヒュー
ズブロックに接続しているワイヤの端子を外す;
11 スプレーヤ用のヒューズブロックを取り付け
る (ページ 20)を参照。

6. スプレーヤ用のヒューズブロックを車両のヒューズ
ブロックから外す; 11 スプレーヤ用のヒューズブ
ロックを取り付ける (ページ 20)を参照。

7. 車両のダッシュボードで、コンソール取り付けブラ
ケットからコンソールを外し、コンソールのピボット
ピンを、タンクの前ベルトについている保管ブラ
ケットにセットする図 98; コントロールコンソールを
機体に取り付ける (ページ 18)を参照。

g033615

図 98

1. コントロールコンソール 3. ヘアピン

2. 保管ブラケット前タンク固
定ベルト

8. ブラケットにコンソールを組み付け、ピボットピンを
ブラケットに入れてヘアピンで固定する (図 98)。
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ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドををを取りりり付けけけるるる
吊りりり上げげげ装置ににに必要ななな能力: 408 kg
1. 前用のジャッキスタンドを、タンク前部のジャッキ

スタンド受けに合わせる図 99。

g028422

図 99

1. クレビスピン½ x 3" 4. ヘアピン5/32 x 2⅝"
2. ジャッキスタンド受け 5. 前ジャッキスタンド
3. ロックノブ

2. ジャッキスタンドをスタンド受けに差し込み、スタ
ンドの水平チューブの中央の穴をジャッキ受け上
部の穴に整列させる図 99。

3. 穴にクレビスピン½ x 3"を通し、ヘアピン5/32 x
2⅝"で固定する。

4. ジャッキ受けにロックノブを取り付けて手締めす
る図 99。

5. 後ろ用のジャッキスタンドを、タンク後部部の
ジャッキスタンド受けに合わせる図 100。

g028423

図 100

1. ヘアピン5/32 x 2⅝" 3. ジャッキスタンド受け
2. クレビスピン½ x 4½" 4. 後ジャッキスタンド

6. ジャッキスタンド上部の穴を、タンクスキッドのフ
レームの穴に合わせる図 100。

7. ジャッキスタンドをスタンド受けとフレームに固定
するクレビスピン½ x 4½"2本、ヘアピン5/32 x
2⅝"2本を使用して図 100のように取り付ける。

8. タンクスキッドの反対側の前後のジャッキスタンド
についても 1-7 の作業を行う。
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ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドををを長くくくすすするるる
ジャッキとジャッキスタンドエクステンション使います。

g392428

図 101

1. ジャッキ 3. コッターピン

2. クレビスピン 4. 前ジャッキスタンドのエクス
テンション

スススプププレレレーーーヤヤヤスススキキキッッッドドド外すすす時ののの手順
1. ブームを 45°程度の角度にし、次に、前方に折

りたたむ図 102。

g033619

図 102

2. タンクスキッドアセンブリの固定ブラケットをフレー
ム左右の荷台ブラケットに固定しているボルト½ x
1½"2本とロックナット½" 2個を取り外す13 タンク
台を降ろす (ページ 24)を参照。

3. 昇降シリンダでタンクを上昇させ、昇降シリンダを
ロックして、以下の作業を行う

注 タンクアセンブリを上昇させる (ページ 65)を
参照。

• マニュアルトランスミッションの HDとHDX シ
リーズワークマンでは、PTOシャフトとトラン
スアクスルのPTOシャフトのカップリングを解
除する; マニュアルワークマン用マルチプロ

WMターフスプレーヤ仕上げキットの取り付け
説明書を参照。

• スピードセンサーの配線を外す。 速度セン
サーハーネスを接続するマニュアルミッション
のHDシリーズ (ページ 16)を参照してくださ
い。

4. 昇降シリンダのロックを外し、タンクを下降させる;
タンクアセンブリを下降させる (ページ 66)を参照。

5. 前側ジャッキスタンドの水平チューブと、後側
ジャッキスタンドの垂直柱部分にクレーンを接続
する 図 102。

6. タンクアセンブリを 7.5-10 cm程度上昇させ、タン
クアセンブリと左右の昇降シリンダを連結している
リンチピンとクレビスピンを取り外す。

7. クレーンでタンクスキッドを吊り上げるスキッドをぶ
つけないように十分高く吊ること図 102。

8. 車両をゆっくりと前進させてタンクスキッドから
離れる。

9. タンクスキッドをゆっくりと床まで降下させる。
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故障探究
問題 考えええららられれれるるる原因 対策

1. ブームバルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。コネクタを
外して接点部の点検と清掃をする。

2. ヒューズが飛んでいる。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換
する。

3. ホースが何かに挟まれている。 3. ホースを修正または交換する。
4. 個別ブームバイパスの調整不良。 4. 正しく調整する。
5. ブームバルブの破損。 5. 代理店に連絡してください。

ブームから散布しない。

6. 電気系統が故障している。 6. 代理店に連絡してください。

散布がとまらない。 1. 個別ブームバルブの破損。 1. 個別ブームバルブを分解点検する;「バ
ルブの洗浄」を参照。全部の部品を点
検し不良品を交換する。

ブームバルブから液洩れする。 1. シールや弁座の磨耗または破損。 1. バルブを分解してシールを交換するバ
ルブ修理キットを代理店から入手する。

ブームスイッチをOFFにするとノズルから
薬液が垂れ続ける。

1. ノズルボディとチェックバルブのダイヤフ
ラムとの間に異物がある。

1. ノズルボディとチェックバルブのダイヤフ
ラムを洗浄する「ノズルボディとチェック
バルブのダイヤフラムの洗浄」を参照

1. ブームバイパスバルブの調整不良。 1. 正しく調整する。

2. バルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズルフィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。
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図面

g209531

フフフロロローーー図, 液剤散布シシシススステテテムムム (Rev. B)
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